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もっと便利に 
ずっと身近に 生活交通

02

10月11日・12日の両日、口和総合運動公園で開催された「口和
モ－モー祭・庄原みのりの祭典’21」。牛と子どもの綱引きに、多く
の観客から「がんばれ！」と声援が上がりました。（関連28ページ）

牛の綱引き
「モーっとがんばれ！」
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便利に
身近に

生活交通

もっと

ずっと

－庄原市生活交通ネットワーク再編計画策定－

　　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
自
ら
移
動
手
段
を
持
た

な
い
市
民
に
と
っ
て
、
生
活
交
通
は
日
常
生
活

を
営
む
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
本
市
で
は
、「
今

は
元
気
で
自
家
用
車
を
運
転
し
て
い
て
も
、
３

年
後
・
５
年
後
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
が

増
え
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
が
高
ま
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　　

一
方
で
、
過
疎
化
な
ど
に
よ
る
利
用
者
の
減

少
や
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
運
行
経
費
の
増

加
で
、
バ
ス
路
線
の
維
持
な
ど
生
活
交
通
を
支

え
る
本
市
の
財
政
負
担
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
便
利
で
効
率
的

な
生
活
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
生
活

交
通
の
中
心
を
担
う
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特  集
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高
齢
者
の
生
活
と
生
き
が
い
を　　　

支
え
る
生
活
交
通

平
日
の
昼
下
が
り
、
口
和
町
の
市
街

地
で
生
活
交
通
（
予
約
乗
合
タ
ク

シ
ー
）
の
利
用
者
を
探
し
て
い
る
と
、
Ｊ

Ａ
口
和
支
店
前
の
ベン
チ
に
座
って
談
笑
す

る
２
人
の
お
年
寄
り
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
「
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
に
つ
い

て
、
話
を
聞
き
た
い
の
で
す
が
…
」
と

声
を
か
け
る
と
、
２
人
は
そ
ろ
っ
て
「
モ

ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
か
い
の
？
年
寄
り

に
と
っ
て
は
最
高
よ
。
家
に
若
い
も
ん
が

お
る
が
、
仕
事
を
し
と
る
け
ぇ
無
理
が

言
え
ん
。
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
、

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
用
事
を
す
る
こ

と
が
本
当
に
楽
し
み
な
ん
よ
」
と
、
笑

顔
が
返
って
き
ま
し
た
。

　

口
和
地
域
で
は
、
和
牛
飼
育
が
盛
ん

な
こ
と
か
ら
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
こ

と
を
愛
称
で
「
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
地
域
ご
と
に
週
2
回

程
度
運
行
し
、
事
前
に
事
業
者
へ
予
約

し
て
停
留
所
で
乗
車
し
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
、

診
療
所
や
買
い
物
に
来
た
と
言
う
２
人
は

「
今
か
ら
、
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

帰
る
け
ぇ
、
あ
ん
た
も
乗
り
ん
さ
い
」
と

誘
わ
れ
、一緒
に
乗
車
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
、
夫
を
亡
く
し
た
と
い
う

渋
川
サ
ツ
ヱ
さ
ん
は
、「
以
前
は
、
夫
が

運
転
す
る
自
家
用
車
に
乗
っ
て
用
事
を

し
ょっ
た
が
、
そ
の
移
動
手
段
が
な
く
な

っ
て
初
め
て
生
活
交
通
の
あ
り
が
た
み
が

分
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
週
に
１
～
２

回
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
あ
わ

せ
て
、
市
街
地
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　

約
30
年
前
に
夫
が
亡
く
な
り
、
早
く

か
ら
生
活
交
通
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
三

上
綾
子
さ
ん
は
、「
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
に

切
り
替
わ
る
３
年
前
ま
で
は
、
バ
ス
停
か

ら
家
ま
で
の
距
離
が
長
く
て
、
荷
物
が

あ
る
と
本
当
に
大
変
じ
ゃっ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
80
歳
を
過
ぎ
た
高
齢

者
の
利
用
が
増
え
、
自
宅
か
ら
目
的
地
ま

で
の
戸
口
輸
送
の
要
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
モ
ー
モ
ー
タ
ク
シ
ー
の
お
か
げ
で
、
長

生
き
が
楽
し
ゅ
う
な
る
。
廃
止
す
る
こ

と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
長
く
運
行
し
て
ほ

し
い
」
と
言
葉
を
残
し
、
２
人
は
笑
顔

で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

生
活
交
通
は
地
域
住
民
の
生
活
だ
け

で
な
く
、
生
き
が
い
も
支
え
て
い
ま
す
。

単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、
住
民
を

幸
せ
に
す
る
「
生
活
幸
通
4

4

」
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　県内の高齢者が関係する交通

事故は、10 年前に比べ約 1.5 倍

に増え、今年 1 月から9 月末ま

でに市内で発生した交通事故の

うち、約 34％は高齢者が関係す

る交通事故です。

　高齢者の中には、自家用車の

他に移動する手段がないと言わ

れる方もおられ、仕方なく運転さ

れているケースがあるのではない

かと感じます。

　今後、バスなどの生活交通網

が整備されれば、高齢者ももっと

安心して外出できるのではないで

しょうか。さまざまな方法を検討し、

よりよい生活交通網が構築される

ことを願っています。

庄原警察署交通課長●川﨑　哲彦さん

三上綾子さん（左）と渋川サツヱさん（右）

高
齢
者
の
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

求められる
サービス
現地ルポ
集落を歩く

The service which is required

75歳以上［女性］
●31%

65～74歳［女性］
●25%

●

●
●

●

●

●

●

15～64歳［女性］
●11%

65～74歳［男性］
●7%

75歳以上［男性］
●4%

性別無回答
●8%

15～64歳［男性］
●14%

資料：H19生活交通に関する市民アンケート

「よく利用する」世代・
性別構成
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本
市
の
生
活
交
通
バ
ス
は
、
事
業
者

が
運
行
す
る
路
線
バ
ス
と
、
こ
れ

を
補
完
す
る
移
動
手
段
と
し
て
、
市
が

直
接
運
行
す
る
市
営
バ
ス
、
そ
し
て
市

が
運
行
を
依
頼
す
る
廃
止
代
替
バ
ス
と
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

西
日
本
一
の
広
大
な
面
積
で
、
山
間

や
谷
間
に
小
さ
な
集
落
が
点
在
す
る
本

市
は
、
効
率
的
な
バ
ス
運
行
が
困
難
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
で
路
線
を
維
持

　

国
や
県
、
関
係
市
町
が
補
助
金
を
交

付
し
て
路
線
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
の
減
少
や
運
行
経
費
の
増

加
に
伴
い
、
バ
ス
運
行
に
か
か
る
事
業
者

の
赤
字
額
が
年
々
増
加
し
、
こ
れ
を
補

て
ん
す
る
形
で
交
付
し
て
い
る
市
の
補
助

金
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
こ
数
年
、
利
用
者
の
減
少
か

ら
輸
送
量
が
国
や
県
の
補
助
基
準
に
達

し
な
い
路
線
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
分
、

市
の
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

低
い
収
益
率

　

旧
市
町
内
を
運
行
す
る
地
域
内
生
活

路
線
の
多
く
は
、
幹
線
道
路
か
ら
離
れ

た
集
落
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
運
行
し
て
い
ま

す
。
小
さ
い
集
落
を
対
象
に
し
て
い
る

た
め
、
１
便
あ
た
り
の
輸
送
人
数
が
少

な
く
、
市
営
バ
ス
な
ど
市
運
行
路
線
の

利
用
状
況
は
、
通
学
便
を
兼
ね
る
路
線

で
1
便
あ
た
り
約
5
～
8
人
程
度
の
利

用
、
そ
の
他
の
路
線
で
約
3
～
4
人
程

度
の
利
用
と
な
って
お
り
、
運
賃
も
安
く

設
定
し
て
い
る
た
め
低
い
収
益
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。

他
の
政
策
へ
の
影
響
も
懸
念

　

生
活
交
通
バ
ス
に
係
る
市
の
負
担
額

は
、
平
成
18
年
度
で
約
１
億
８
千
万
円

と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
通
園
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
費
用
を
加
え
た
生
活
交
通
の
確

保
に
は
3
億
3
千
万
円
を
超
え
る
金
額

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
路
線

を
継
続
す
る
た
め
の
必
要
な
財
源
の
確

保
が
困
難
と
な
る
ば
か
り
か
、
バ
ス
を
運

行
し
て
い
な
い
地
域
へ
の
拡
充
な
ど
、
新

た
な
対
応
策
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
交
通
に
係
る
財
政
負
担
の
増

加
に
よ
り
、
他
の
政
策
への
影
響
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

生活交通バスの種類
庄原市内を運行するバス、乗合タクシーは次の 6 種類に分かれます。
種別 内　　　　容 運行地域

路線バス 乗合バス事業者が運行するバス
庄原、西城、東城、
口和、高野、比和

廃止代替
等バス

路線バスの廃止に伴い、その代替として市がバス事
業者に運行を依頼しているバス

庄原、西城、東城、
高野、総領

地域
生活バス

交通空白地域や交通不便地域で生活交通を拡充す
るため、市がバス事業者に運行を依頼しているバス

庄原、東城

市街地
循環バス

市街地で生活交通と観光交通の利便性を向上させ
るため、市がバス事業者に運行を依頼しているバス

庄原、東城

市営バス
路線バスが運行しない地域で、市が所有する自家用
車により、市がバス事業者に運行業務を委託して運
行するバス

高野、比和、総領

乗合
タクシー

バスの運行が困難な場合に、ジャンボタクシーなどを
用いて、乗合輸送を行うもので、市がタクシー事業者
に運行を依頼するタクシー

西城、口和、比和

■

■

■

■
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112,981
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8,646

143,420

272,452

160,262

150,203

その他の移送サービス

乗合タクシー

自主運行・運行委託バス等

乗合バス

308,225
331,914

単位：千円

生活交通の
現状と
課題

Present condition and topic of life traffic

生活交通確保にかかる
補助金・
委託料の推移
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Life traffic network reorganization plan

生活交通
ネットワーク
再編計画

市
は
現
状
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、

生
活
交
通
を
将
来
に
わ
た
って
継
続

的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、

「
庄
原
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編

計
画
」
を
本
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
２
、５
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
乗
降
調
査
、
17
会
場
で
開
催
し
た

地
域
座
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。ま
た
、

各
地
域
の
自
治
振
興
区
代
表
者
や
学
識

経
験
者
、
交
通
事
業
者
な
ど
で
組
織
す

る
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
8
年
間
で
す
。

　

こ
の
計
画
を
本
市
の
生
活
交
通
確
保

の
た
め
の
指
針
と
し
、
交
通
空
白
地
域

の
解
消
と
将
来
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ
る
生

活
交
通
の
確
保
に
向
け
て
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

12
34

種別 見直し基準 基準に該当する場合の対応

路線
バス

経常収益率が 30％未満、または平均乗車密度が 2.0
人未満【基準に該当する系統 30 系統／全 47 系統】

運行目的や利用状況を踏まえ、効率的な運行や路線
の短縮・廃止を含め検討。

その他
市運行
路線

経常収益率が 20％未満、または 1 便あたり平均利
用人数が 2.0 人未満

【基準に該当する系統 103 系統／全 126 系統】

対象路線となる沿線の対象地区（自治振興区など）
と協議し、暫定運行などを経て継続・廃止・運行形
態変更を検討。

見直しの基準

※経常収益率：運賃などの収入を運行などの経費で割り戻した数値。路線バスの 30％未満は県バス運行補助金交付要綱の市町運行路線の

補助基準を参考とし、その他市運行路線の 20％未満は、改正前の県バス運行補助金交付要綱の過疎地域路線の補助基準を参考として設定。

※平均乗車密度：運送収入から換算した 1 便当たりの平均利用者数。2.0 人未満としたのは、乗り合い路線という意味あいから、複数人以

上の利用がある路線を想定し設定。

※基準に該当する系統は、H18.10 ～ H19.9 実績に基づく見直し基準に該当する系統数。

誰もが安心して暮

らすことのできる持

続可能な生活交通

ネットワークの構築

基 本 目 標

持
続
可
能
な
生
活
交
通
体
系
へ

　

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
計
画
で

は
、
生
活
交
通
の
運
行
に
対
し
て
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
見
直
し
基
準
を

設
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
運
行
に
係
る
費
用
の

80
％
以
上
を
市
が
負
担
し
て
い
る
路
線
、

ま
た
は
１
便
当
た
り
の
乗
客
数
が
2
人

未
満
の
路
線
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
直
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
見
直
し
基
準
に
該
当
し
て

も
、
た
だ
ち
に
す
べ
て
の
路
線
を
廃
止
・

縮
小
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
該
当
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
見
直

し
作
業
を
進
め
る
中
で
、
も
う
一
度
、
本

当
に
必
要
な
生
活
交
通
は
何
か
を
考
え
、

地
域
に
と
って
最
適
な
生
活
交
通
体
系
を

確
保
し
て
い
く
作
業
を
し
て
い
き
ま
す
。

児童生徒や高齢

者など、自家用車

を自ら運転できな

い市民の生活交

通を確保

広域路線と市内広

域路線、地域内生

活路線の連携

集落規模や人口構

成に応じた交通サ

ービスの確保のた

めのルールづくり

事業者・利用者・

市・地域住民の役

割分担と連携によ

る生活交通の維

持確保

　「交通手段がないために

外出できなかったことが

よくある」人の解消を目指

します。

　見直し基準に該当する系統

のうち、通学用ダイヤのない系

統数を全系統数の30％以下と

することを目指します。

目 標 値

基 本 方 針

地域公共交通会議の野原建一会長が審議内容を市長へ報告

もっと ずっと
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再
編
計
画
の
策
定
は
、
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
高
齢
者
の
利
便
性
を

高
め
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
目
的
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
利

用
者
の
視
点
を
ど
う
生
か
す
か
が
、
地

域
公
共
交
通
会
議
の
主
要
な
議
題
で
し

た
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
必
ず
し

も
大
型
バ
ス
で
は
な
く
、
予
約
乗
合
タ
ク

シ
ー
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
運
行

を
地
域
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

意
見
が
出
る
な
ど
、
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
て
、
地
域
住
民
の
利
便
性
を
高
め

よ
う
と
い
う
共
通
の
認
識
が
で
き
ま
し

た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
分
か
る
よ
う

に
、
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
役
に

な
る
の
は
、
生
活
交
通
バ
ス
を
多
く
利

用
し
て
い
る
女
性
の
高
齢
者
で
す
。
女

性
の
高
齢
者
の
意
見
を
ど
れ
だ
け
具
体

的
な
施
策
に
反
映
で
き
る
か
が
カ
ギ
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

女
性
の
高
齢
者
の
社
会
参
加
が
増
え
れ

ば
、
地
域
が
さ
ら
に
元
気
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
再
編
計
画
は
、
あ
く
ま
で
も

方
針
を
示
し
た
骨
格
で
す
。
こ
の
計
画

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
地
域
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
が
高
ま
る
の

か
、
地
域
で
よ
く
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の
主
役
は
住

民
で
す
。
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
生
活
交

通
を
確
保
し
、
地
域
活
性
化
の
足
が
か

り
に
し
て
く
だ
さ
い
。

再
編
計
画
の
策
定
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
あ
く
ま
で
も
総
論
部
分

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
地
域
や
路
線
ご
と

に
具
体
的
に
ど
う
バ
ス
路
線
を
変
化
さ

せ
て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

備
北
交
通
㈱
は
庄
原
市
の
か
な
り
の

エ
リ
ア
で
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
ま
す

が
、
高
速
バ
ス
を
除
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
路
線
が
市
か
ら
の
運
行
委
託
路
線
で

す
。
運
行
費
用
か
ら
運
賃
収
入
を
引
い

た
全
額
（
赤
字
額
）
を
市
が
負
担
す
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
市
が
地
域
住
民

の
足
と
し
て
必
要
な
バ
ス
を
税
金
で
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

備
北
交
通
㈱
は
、
運
行
経
費
の
削
減

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
原
油

価
格
の
高
騰
に
よ
る
運
行
経
費
の
増
加

は
か
な
り
の
金
額
と
な
り
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

市
の
財
政
状
況
を
考
え
た
と
き
、
利

用
者
の
少
な
い
路
線
は
廃
止
を
含
め
た

対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

「
利
用
者
が
少
な
い
の
で
減
便
し
ま
す
」

だ
け
で
は
、
利
用
し
に
く
い
バ
ス
を
ま

す
ま
す
使
い
に
く
く
す
る
だ
け
で
、
将

来
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
あ
わ

せ
た
工
夫
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
毎
日
利
用
し
な
く
て
も
い

い
路
線
は
運
行
曜
日
を
「
月
・
木
曜
日

運
行
」
と
し
て
、
そ
の
日
は
み
ん
な
で

声
を
か
け
合
い
、
誘
い
合
っ
て
バ
ス
に

乗
っ
て
買
い
物
や
病
院
に
行
く
。
運
行

便
数
も
逆
に
増
や
し
て
使
い
や
す
く
す

る
。
普
段
、
外
出
し
な
い
人
も
一
緒
に

外
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
る
と
い
う
工
夫
も

一
案
だ
と
考
え
ま
す
。

　

バ
ス
が
走
ら
な
い
地
域
は
、
明
ら
か

に
寂
れ
て
き
ま
す
。
今
の
利
用
者
だ
け

で
な
く
地
域
全
体
で
積
極
的
に
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
残
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

庄原市地域公共交通会議会長　　　
広島県立大学名誉教授　野原　建一さん

●のはら・けんいち
備北交通㈱　
社長　脇本　和男さん●わきもと・かずお

再編計画をきっかけに、
利便性を高めよう地域にあわせた

工夫が大切

有
識
者
に

聞
く

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
た
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の

メ
ン
バ
ー
に
、今
後
の
生
活
交
通
の
あ
り
方
に
つい
て
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
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市
運
行
生
活
交
通
路
線
の
う
ち
見

直
し
基
準
に
該
当
す
る
路
線
が

約
8
割
で
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
地
域
が

身
近
な
生
活
交
通
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
地
域
に
と
っ
て
生
活

交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。

　

以
前
、
わ
た
し
は
他
の
自
治
体
で
団

地
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
活
性
化
プ
ロ
ジェク

ト
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
事

務
局
と
し
て
運
行
ル
ー
ト
を
地
元
に
提

案
し
た
と
き
、
地
元
住
民
か
ら
「
こ
の

ル
ー
ト
の
方
が
便
利
が
よ
い
」
と
、
新
し

い
ル
ー
ト
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
利
便
性
が
向
上
す
る
の
か
、

や
は
り
地
元
が
一
番
分
か
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
行
政
が
中
心
と
な
って
生
活

交
通
を
考
え
る
よ
り
も
、
地
域
住
民
自

ら
考
え
る
方
が
地
元
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
の
で
す
。

　

全
国
的
に
は
、
タ
ク
シ
ー
の
共
同
利
用

や
、
地
域
と
事
業
者
が
連
携
し
た
利
用

促
進
活
動
な
ど
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

生
活
交
通
に
困
って
い
た
地
域
が
自
ら
立

ち
上
が
り
、
行
動
を
起
こ
し
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と

は
、
自
分
た
ち
で
考
え
行
動
す
る
と
い

う
地
域
の
底
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
交
通
を
単
な
る
移
動
手

段
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば

農
産
物
を
運
搬
し
た
り
、
商
業
施
設
や

病
院
な
ど
と
連
携
し
て
バ
ス
の
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
の
施
策
も
充
実
さ
せ
て
バ
ス
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
交
通
を
地
域
の
経
済
、
生
活
、
文

化
に
つ
な
げ
て
い
く
地
域
づ
く
り
の
ア
イ

デ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
口
和
町
は
、
町
議
会
を
中
心
に

持
続
可
能
で
便
利
な
生
活
交
通

を
考
え
よ
う
と
取
り
組
み
、
合
併
前
に

患
者
輸
送
車
か
ら
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

地
域
ご
と
に
運
行
路
線
や
曜
日
を
決

め
、
各
地
域
と
町
の
拠
点
（
口
和
支
所
、

金
融
機
関
、
医
療
機
関
）
を
結
ん
で
い

ま
す
。
中
心
部
に
は
休
憩
所
を
設
け
、

利
用
者
が
弁
当
を
食
べ
た
り
、
マッ
サ
ー

ジ
器
を
利
用
し
た
り
、
タ
ク
シ
ー
の
発
車

時
刻
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
暑
い
日
も
寒
い
日
も
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
」
と
高
齢
者
に
好
評
で

す
。

　

今
回
、
口
和
地
域
の
住
民
代
表
と
し

て
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に
出
席
し
ま

し
た
。
口
和
町
自
治
振
興
区
連
絡
協
議

会
の
会
議
で
は
、
各
自
治
振
興
区
長
へ

状
況
報
告
し
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

出
し
て
、
地
域
の
思
い
を
計
画
に
届
け

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
生
活
交
通
の
確
保
に

向
け
て
、
行
政
任
せ
で
は
な
く
、
地
域

も
一
歩
前
に
出
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
公
共
交
通
が
あ
る
か
ど
う
か
が

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ

り
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
、

よ
り
よ
い
生
活
交
通
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

県立広島大学生活交通研究会　
事務局　加藤　博和さん●かとう・ひろかず

口和町自治振興区連絡協議会
会長　川﨑　綱人さん●かわさき・つなと

自分たちの生活交通は
自分たちで守ろう

地域で生活交通を
再点検しよう

再編計画の内容やパブリックコメントによるご意見は
市ホームページに掲載しています。

有
識
者
に

聞
く

hear in the intellectual person
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地
域
内
を
走
る
生
活
交
通
バ
ス
で
、

利
用
状
況
が
極
め
て
良
い
の
が
、

東
城
地
域
の
「
新
坂
線
」。
こ
の
路
線

が
運
行
す
る
新
免
地
区
で
は
、
自
治
振

興
区
が
中
心
と
な
っ
て
、「
バ
ス
を
利

用
し
よ
う
」
と
声
を
か
け
合
い
、
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

月
に
数
回
、
高
齢
者
が
声
を
か
け
あ

い
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
合
わ
せ
て
東
城

市
街
地
へ
出
か
け
て
い
た
こ
の
地
区

に
、
バ
ス
の
運
行
が
開
始
し
た
の
は
平

成
18
年
3
月
。
13
人
定
員
の
中
型
車
で

週
2
回
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
開
始
以
降
、
多
く
の
住
民
が
バ

ス
の
運
行
に
あ
わ
せ
て
生
活
サ
イ
ク
ル

を
変
え
、“
あ
れ
ば
安
心
”と
い
う
よ
り
、

バ
ス
は
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
免
自
治
振
興
区
の
久
岡
君
夫
会
長

は
「
バ
ス
の
利
用
状
況
が
良
い
の
は
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域
に
バ
ス

が
走
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民
の
思
い

が
強
い
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。
自
治
振

興
区
の
行
事
を
は
じ
め
、
老
人
会
や
女

性
会
の
会
合
は
、
バ
ス
の
運
行
日
を
外

し
て
計
画
し
た
り
、
高
齢
者
の
健
康
教

室
な
ど
で
集
ま
る
時
は
、
常
に
バ
ス
の

こ
と
を
話
題
に
し
た
り
し
て
、“
自
分

た
ち
の
バ
ス
”
と
い
う
共
通
の
認
識
を

持
つ
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

新
免
地
区
と
隣
接
す
る
神
石
高
原
町
の

住
民
へ
も
、「
東
城
の
町
へ
来
る
時
は
、

こ
の
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」と
、

地
域
を
越
え
た
利
用
も
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

久
岡
会
長
は
「
地
域
が
元
気
に
な
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
が
家
か
ら
出
て
、

買
い
物
や
会
合
に
参
加
し
て
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、

生
活
交
通
の
確
保
は
ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。
行
政
が
運
行
し
て
い
る
バ
ス
で

あ
っ
て
も
『
自
分
た
ち
の
バ
ス
だ
！
』

と
い
う
気
持
ち
を
地
域
み
ん
な
で
持

ち
、
生
活
交
通
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　全国的に、「地域主体」で生活交通

の確保に取り組んでいる事例が増えて

います。

①地域と事業者が連携した利用促進活動

　ルートやダイヤの協議、地域通貨の

導入やキャンペーン活動など、地域が

生活交通の応援隊となり、事業者が

連携した利用促進が図られています。

〈滋賀県米原市など〉

②バス回数券の購入

　水道料や電話料金と同じように「基

本料金」を負担しようという考え方に

より、地域の全世帯が回数券を購入し、

路線の収益率を上げています。〈福山

市など〉

③タクシーの共同利用

　地域が毎週決まった曜日にタクシー

を借り上げて共同利用することで、地

域住民の外出機会を確保しています。

運行経費は地域が負担し、利用者は

決められた利用料を地域に支払います。

〈三次市など〉

④ NPO・地域・行政が連携し生活交通

を核にしたまちづくりの取り組み

　まちづくり活性化バスを NPO が運行

し、商店街などが協力して協賛広告

を車内で掲示したり、地域通貨を発行

して、利用者に還元するなど、バスを

核にしたまちづくりの取り組みが行わ

れています。〈茨城県土浦市〉
「地域の人が大勢乗ったバス
を見るととてもうれしくなる」
と話す新免自治振興区の久
岡君夫会長。

バ
ス
利
用
を

地
域
で
声
か
け

新
免
自
治
振
興
区［
東
城
町
］

地域主体のコミュニティ交通

多くの人が利用する新坂線

地域が
動きだす

Area starts moving
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こ
れ
ま
で
の
生
活
交
通
は
、
事
業
者

主
体
、
行
政
主
体
の
感
が
あ
っ
た

こ
と
は
拭
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ

に
地
域
の
声
が
加
わ
っ
て
い
け
ば
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
よ
り
効
率
的
で
要
望

に
沿
っ
た
運
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
は
こ
れ
か
ら
再
編
計
画
の

考
え
方
を
基
に
、
路
線
ご
と
の
具
体
的

な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
実
施
計
画
」

を
ま
と
め
ま
す
が
、
そ
こ
に
地
域
の
声

を
で
き
る
だ
け
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
生
活
交
通
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
含
め
る
と
、
そ

の
種
類
ご
と
に
担
当
課
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
タ
テ
割
り
行
政

で
、
効
率
的
な
運
行
が
で
き
て
い
な
い
の

で
は
」
と
いっ
た
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
市
は
生
活
交
通
の
関
係
課
で
組

織
す
る
「
庄
原
市
生
活
交
通
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
、
庁
内
の
連
携
を
深
め
、

効
率
的
な
運
行
で
、
で
き
る
だ
け
無
駄

を
省
く
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
交
通
事
業
者
や
地
域
主
体

の
取
り
組
み
で
生
活
交
通
を
確
保
し
て

い
く
た
め
、
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
会

議
を
中
心
と
し
て
、
推
進
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

少
し
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

再
編
計
画
を
策
定
し
た
今
が
、
本
当
に

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
生
活
交
通
を
確

保
し
て
い
け
る
か
否
か
の
大
き
な
転
換
点

で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
本

当
に
必
要
な
運
行
回
数
は
？
」「
交
通

手
段
の
確
保
の
た
め
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
？
」
な
ど
、
地
域
で
、
も
う
一度
生

活
交
通
を
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
総
意
に
基
づ
い
た
生
活
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
再
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
は
今
後
、
全
国
の
先
進
事
例
の
研

究
や
国
・
県
の
補
助
事
業
の
調
査
、
市
独

自
の
新
た
な
補
助
制
度
な
ど
、
地
域
で

主
体
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
メ

ニュ
ー
を
用
意
し
、
地
域
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
振
興
区
を
中
心
に
呼
び
か
け
、

地
域
に
も
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
生
活

交
通
の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　　市は生活交通について理解を深めていただくため、各

地域に出向き、出前トークや地域座談会を開催していま

す。地域で生活交通のあり方を話し合いたい方や、現在

の運行状況がどうなっているか知りたい方など、お気軽に

ご利用ください。

問い合わせ　 市民生活課生活安全係　☎ 0824-73-1154

生
活
交
通
の
確
保
に

支
援
体
制
を
整
備

Life traffic皆さんと一緒に考えます。

市民生活課 

木
き

戸
ど

　一
かず

喜
よし

 課長

課長に
聞く

Hears in the section chief

もっと ずっと
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許
せ
な
い
！
追
悼
碑
の
落
書
き
事
件

高
暮
ダ
ム
の
強
制
連
行

　

高
暮
ダ
ム
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
の

は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
が
確
実
に
な

り
、
戦
時
体
制
の
強
化
が
叫
ば
れ
だ
し

た
昭
和
15
年
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
日

本
政
府
は
兵
力
や
労
働
力
を
増
や
す
た

め
、
植
民
地
に
し
た
朝
鮮
や
中
国
か
ら

多
く
の
人
を
無
理
や
り
日
本
へ
連
行
し

て
、
炭
鉱
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
ダ
ム
工
事

な
ど
危
険
の
多
い
現
場
で
働
か
せ
ま
し

た
。

　
「
故
郷
で
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
へ
日
本
人

が
や
って
き
て
有
無
を
言
わ
さ
ず
捕
ら
え

ら
れ
、
船
に
乗
せ
ら
れ
た
」
な
ど
、
高

暮
ダ
ム
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
、

約
２
、０
０
０
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
「
集
団
」

と
呼
ば
れ
、
極
め
て
劣
悪
な
条
件
で
労

働
を
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
資
材
不
足
と
雪
と
の
闘
い

の
中
、
人
力
に
頼
る
作
業
で
、
ト
ロ
ッ
コ

押
し
な
ど
の
重
労
働
や
、
落
盤
事
故
が

起
こ
り
や
す
い
隧ず

い

道
工
事
な
ど
の
危
険

こ
の
夏
、
高
野
町
の
「
高
暮
ダ
ム
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
」
に
、
ス
プ
レ
ー
で

「
ね
つ
ぞ
う
の
れ
き
し
」
「
う
そ
」
な
ど
と
落
書
き
を
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
、
第
２
次
大
戦
中
の
強
制
連
行
に
よ
り
、

高
暮
ダ
ム
建
設
で
犠
牲
に
な
っ
た
朝
鮮
人
の
方
々
を
追
悼
す
る
た
め
に
、

三
次
地
方
史
研
究
会
な
ど
が
、
ダ
ム
え
ん
堤
近
く
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

誰
が
、
何
の
た
め
に
、
こ
の
落
書
き
を
し
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

単
な
る
い
た
ず
ら
で
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

庄
原
市
で
起
き
た
過
去
の
歴
史
に
学
び
、

人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

過
去
の
歴
史
か
ら
、
人
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

スプレーで落書きされた追悼碑
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な
工
事
に
は
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が

従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
事
故
が
多
か
っ
た
の
は
ダ
ム
か
ら

発
電
所
へ
水
を
送
る
隧
道
工
事
で
す
。

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
人
の
力
だ
け
で
堀
り
ま

す
が
、一番
先
の
最
も
危
険
な
場
所
は
す

べ
て
朝
鮮
人
に
や
ら
せ
ま
し
た
。
落
盤

落
石
で
か
な
り
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
時
、
ダ
ム
工
事
現
場
の
近
く
で
暮

ら
し
て
い
た
草
谷
影
正
さ
ん
（
高
野
町

新
市
）
は
、「
集
団
の
人
（
強
制
連
行

者
）
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
同
じ
服

を
着
て
、
監
視
人
が
常
に
見
張
っ
て
い
ま

す
か
ら
。
過
酷
な
労
働
か
ら
逃
亡
す
る

人
も
多
く
、
わ
た
し
は
実
際
に
現
場
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
逃
亡
が
見

つ
か
れ
ば
、
見
せ
し
め
に
ひ
ど
い
制
裁
を

し
て
い
る
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。

一
度
だ
け
、
逃
亡
者
が
わ
た
し
の
と
こ
ろ

へ
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
大
体
の
と
こ
ろ
は
察
し

が
つ
く
の
で
、
灰
の
上
に
地
図
を
描
い
て
、

逃
げ
道
を
教
え
ま
し
た
。
地
下
足
袋
が

ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
地
下
足
袋
の
い
い

の
と
餅
を
焼
い
て
渡
し
ま
し
た
が
、
そ
の

人
が
き
ち
ん
と
逃
げ
ら
れ
た
の
か
今
で

も
気
に
な
り
ま
す
」
と
証
言
を
し
ま
す
。

（
参
考　

強
制
連
行
と
高
暮
ダ
ム
：
ふ
る
さ
と

村
高
暮
／
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
記
録
：
三
次

地
方
史
研
究
会
）

高暮自治振興区　草谷　末廣さん

　強制連行という非人道的な手段で、多く
の犠牲が払われたという歴史が再び繰り返
されないためにも、「高暮ダムの歴史」を
知ってほしいと思います。
　強制連行という事実は負の歴史遺産で
す。負の歴史を日朝友好の平和の歴史に
転換するには、正しい歴史を次世代へ語り
継ぐことです。原爆の悲惨さがヒロシマで
語り継がれるように、高暮では強制連行の
事実を語り継がなければいけないと思い、
毎年、高暮自治振興区では「平和の集い」
を開催しています。

元高暮小学校教諭　黒田　明憲さん

　私は「追悼碑」への落書きを見て、単
なるいたずらではなく、人権・平和を願うも
のへの悪質な挑戦であると感じ、強い憤り
をおぼえました。
　この「追悼碑」は、太平洋戦争中に
行われた朝鮮人強制連行・強制労働とい
う史実を乗り越えて建立されたものです。
碑に託された願いは、日朝友好の礎とし、
ともに手を取り合って差別のない平和な社
会を実現することです。特に地元高暮地
区は、過去９年間、広島在日朝鮮人同盟
の人 と々一緒に「高暮平和の集い」を開
催し、連帯の絆を固くされてきました。
　私は今回の落書き事件への憤りを、人権・
平和へのエネルギーに代え、より確かな歩
みにすることを碑前に誓いました。

正
し
い
歴
史
の

継
承
が
平
和
へ
の
道

憤
り
を

人
権
・
平
和
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

工事中のダム
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庄
原
市
人
権
講
演
会

と
き　

12
月
10
日
（
水
）

18
時
30
分
～
20
時
30
分
（
開
場
18
時
）

○
人
権
作
品
等
表
彰
式

○
講
演

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

演
題　

語
り
は
祈
り
の
心

～
民
話
の
世
界
と
人
権
の
お
話
～

講
師　

俳
優
・
声
優　

常と
き

田た

富ふ

士じ

男お

さ
ん

人
権
週
間
イ
ベ
ン
ト

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
庄
原
市

部
会
が
、
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
行
事

を
行
い
ま
す
。

日
曜
人
権
相
談
所

と
き　

12
月
7
日（
日
）10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階
相
談
室

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

「
人
権
の
花
」
図
画
展
示

期
間

12
月
4
日（
木
）～
10
日（
水
）

と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階

問
い
合
わ
せ　

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

☎
０
８
２
４

−６
２

−２
５
０
４　

市
内
に
は
、
約
３
、４
０
０
人
（
身

体
・
知
的
・
精
神
の
手
帳
所
持
者
）
の

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
。障
害
者
福
祉
の
増
進
に
向
け
て
は
、

市
民
一
人
一
人
が
理
解
と
関
心
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
、「
障
害
者
週
間
（
12
月
3
日

～
9
日
）」
と
「
人
権
週
間
（
12
月
4

日
～
10
日
）」
に
合
わ
せ
、「
障
害
者
の

就
労
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
障
害
者
の

一
般
就
労
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者

の
能
力
が
発
揮
で
き
る
環
境
を
重
視
し

た
会
社
の
創
設
に
尽
力
し
、
現
在
、
同

社
の
取
締
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

「
箕み
の

輪わ

優
子
さ
ん
」
が
講
演
し
ま
す
。

箕
輪
優
子
さ
ん
は
、
厚
生
労
働
省

保
健
福
祉
部
で
就
労
支
援
専
門
官
を
勤

め
ら
れ
た
経
歴
も
あ
り
、
豊
か
な
経
験

と
実
践
に
基
づ
く
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

１２月３日～９日は障害者週間

１２月４日～１０日は人権週間
～明るく、住みよい人権尊重のまちづくりのために～

人権啓発セミナー 「障害者の就労」

総務課行政係☎０８２４-７３-１１２３

「まんが日本昔ばなし」の声
優としてお茶の間でおなじ
みの異色ベテラン俳優。 12

月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
「
人
権
週
間
」
に

あ
わ
せ
て
、
本
市
で
は
、
人
権
リ
ボ
ン
の
着
用
や

人
権
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

一
人
一
人
が
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
や
、
自
己

が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
他
人

も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
真
に
実

感
し
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
思
い
や
り
の
心
」
と
「
か
け
が
え
の
な
い

命
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社会福祉課障害者福祉係☎０８２４-７３-１２１０

と
き　

12
月
5
日（
金
）18
時
30
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
」

（
知
的
発
達
障
害
の
あ
る
社
員
が
活

躍
す
る
職
場
か
ら
）　　
　

講
師　

横
河
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
㈱

取
締
役　

箕
輪
優
子
さ
ん
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国保会計が
黄信号

医療費の増加が要因

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
、
医
療
技
術
の

進
歩
、
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加
な
ど
で

医
療
費
が
年
々
増
加
し
、
国
保
財
政
が

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
病
気
や
ケ
ガ
で
病
院
に
か
か
っ
た

と
き
の
医
療
費
を
支
払
う
た
め
に
、国
・

県
等
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
の
ほ

か
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
保
険

税
と
記
載
）
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
っ
て
い
る
の
は
、
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
（
１
割
～
３
割
）
で
、

残
り
は
庄
原
市
国
民
健
康
保
険
が
支

払
っ
て
い
ま
す
。

 　

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る
反
面
、

保
険
税
収
は
横
ば
い
で
す
。

　

こ
れ
は
、
保
険
税
を
1
市
6
町
の
合

併
時
に
税
率
の
低
い
旧
庄
原
市
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税
率

を
新
市
の
税
率
と
し
た
た
め
で
す
。
こ

れ
に
伴
う
税
収
不
足
分
は
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旧
市
町
か

ら
基
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や
繰
越
金
と
し
て
新
市
に
持
ち

寄
り
、
こ
れ
ま
で
繰
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金
で
補
て
ん
し

て
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ま
し
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が
、
平
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19
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度
で
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と
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ど
無
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な
り
ま
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た
。
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が
で
き
な
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り
、
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の
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り
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れ
で
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う
こ
と
に

な
り
そ
う
で
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に
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の
で
、
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取
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崩
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て
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て
い
く
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も
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界
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な
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学
力調
査から見

る

学
力調
査から見

る

の

庄原
っ子
姿の

庄原
っ子
姿

　本年度実施した学力調査の結果、本市は全国平均正答率または県平均通過率を上回るか、

おおむね平均に近い数値となりました。

　小・中学校の「国語」や「英語」では、本市が積極的に取り組んでいる「ことばの教育」や「キ

ャリア教育」など、コミュニケーション能力を高める指導の成果が表れつつあります。

　一方で、小学校の「算数」などでは基礎的な知識の習得に課題が残りました。

　引き続き、児童・生徒が分かる授業を目指して、指導法の工夫改善を進める必要があります。

確
か
な
学
力
の

定
着
を
目
指
し
て

　問題解決の方法を数学的に説明することが
求められている問題です。
　イを選択していますが、説明の無回答率は１３
％でした。釘の本数とその重さとの間に比例の
関係を見出し、その関係を用いて、釘の本数
の求め方を説明することに課題がありました。

正答例●イ　釘１本の重さを調べて、釘全体

の重さ４００ｇを釘１本の重さで割れば、釘の本

数を求めることができます。　　　　　　　

全国正答率●５１.９％

　実用的な文章を読みやすく、情報に誤りが
ないよう書くことが求められている問題です。
　文字の配置を下の線に揃えるとよいということ
は意識できていますが、改行すると分かりやす
くなるという意識を持つことに課題がありました。

　

本
市
は
、
学
力
調
査
の
結
果
が
出
さ
れ
る
ご
と
に
調
査

結
果
の
分
析
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
の
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

改
善
に
は
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
学

校
で
の
授
業
改
善
、
も
う
一
つ
は
家
庭
学
習
の
充
実
で
す
。

■
学
校
で
の
授
業
改
善

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
先
生
が
組
織
す
る
学
力
向
上

検
討
委
員
会
で
、
全
体
研
修
あ
る
い
は
国
語
や
数
学
な
ど

の
教
科
ご
と
に
、
必
要
に
応
じ
た
研
修
会
を
行
い
、
授
業

改
善
に
向
け
て
、
教
員
の
指
導
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
３０
日
に
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
教
務
主
任
や
研

究
主
任
の
先
生
が
集
ま
り
、
課
題
別
に
分
か
れ
て
具
体
的

な
指
導
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

■
家
庭
学
習
の
充
実

　

家
庭
で
の
取
り
組
み
も
、
学
力
の
定
着
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
宿
題
を
確
実
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
今

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
起
き
る
時
刻
、
家
庭
学
習
を

開
始
す
る
時
刻
、
寝
る
時
刻
の
三
つ
の
時
刻
を
、
毎
日
同

じ
に
す
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
日
々

の
生
活
の
カ
ギ
と
な
る
三
つ
の
時
刻
を
固
定
す
る
こ
と
で
、

生
活
リ
ズ
ム
が
で
き
、
学
力
の
定
着
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
時
刻
を
何
時
に
す
る
の
か
、
親
子
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「活用」に関する問題 

中学校国語Ａ

学力向上検討委員会
会長　豊原芳史

　実生活において必要な知識・技能をさまざまな場面に活用する力を身に付けることが

求められています。全国学力・学習状況調査の問題から課題が見えた事例を紹介します。
課題の
残る問題
はこれ !

全国学力・
学習状況
調査の結果

正答●１と４　　全国正答率●４５.８％　　 　全国学力・学習状況調査は、文部科学省により４月２２日に実施され、小学校６年生と

中学校３年生が参加しました。

 国語 算数 国語 数学 英語

庄原市 ６９.５ ７４.８ ７７.７ ６４.２ ７３.９

広島県 ６７.４ ７６.１ ７６.２ ６５.７ ７１.１

中学校数学Ｂ 「知識」に関する問題

小学校５年生学年

教科

中学校２年生

 教科 全国（公立） 広島県（公立） 庄原市

国語 A 73.6 74.1 74.4

国語 B 60.8 60.9 63.5

数学 A 63.1 64.1 63.2

数学 B 49.2 48.7 50.6

中学校３年生
 教科 全国（公立） 広島県（公立） 庄原市

国語 A 65.4 67.8 65.6

国語 B 50.5 53.3 50.0

算数 A 72.2 74.3 71.4

算数 B 51.6 53.6 48.6

小学校６年生

全国学力・学習状況調査／「基礎・基本」定着状況調査

教育指導課　☎ 0824-73-1184

　「基礎･基本」定着状況調査は、

県教育委員会により６月１０日に実

施され、小学校５年生と中学校２

年生が参加しました。

「基礎・基本」
定着状況
調査の結果

＊数値は平均正答率（％）＊数値は平均正答率（％）

＊数値は平均通過率（％） 学力向上検討委員会の研修会
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（２） 同じ種類の釘
くぎ

をたくさん用意しました。

容器に同じ種類の釘がたくさん入って
います。このとき，釘の本数を求めようと
思います。
この容器から釘を取り出して，釘全体の
重さをはかったところ，約４００gでした。

釘全体の重さが分かっているとき，釘の本数を求めるためには，何を調
べて，どのような計算をすればよいですか。下のアからウの中から調べる
ものを１つ選びなさい。また，それを使って釘の本数を求める方法を説明
しなさい。

ア　釘１本の長さ

イ　釘１本の重さ

ウ　釘１本の太さ
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り
よ

３　

】
Ａ
【

【
が
方
の

Ｂ

点
る
い
て
い
書
で
字
太
を
字
文
の
分
部
い
た
し
調
強
も
り
よ
】

４　

】
Ａ
【

が
方
の

】
Ｂ
【

点
る
い
て
い
書
て
え
ろ
そ
に
線
の
下
の
行
を
字
文
も
り
よ

（２） 同じ種類の釘
くぎ

をたくさん用意しました。

容器に同じ種類の釘がたくさん入って
います。このとき，釘の本数を求めようと
思います。
この容器から釘を取り出して，釘全体の
重さをはかったところ，約４００gでした。

釘全体の重さが分かっているとき，釘の本数を求めるためには，何を調
べて，どのような計算をすればよいですか。下のアからウの中から調べる
ものを１つ選びなさい。また，それを使って釘の本数を求める方法を説明
しなさい。

ア　釘１本の長さ

イ　釘１本の重さ

ウ　釘１本の太さ
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19年度① 18年度② 増減①－② 増減比

歳入決算額 302億1,769万円 314億5,924万円 ▲12億4,156万円 ▲ 3.9%

歳出決算額 297億4,684万円 308億9,230万円 ▲11億4,546万円 ▲ 3.7%
形式収支 4億7,085万円 5億6,694万円 ▲9,609万円
実質単年度収支 5億6,774万円 ▲4億9,641万円 10億6,415万円

経常収支比率 97.5% 97.5%

歳入項目 平成19年度
決算額Ａ

平成18年度
決算額Ｂ 差引Ａ－Ｂ

対前年度
市税 41億1,707万円 11.9% 36億7,910万円 4億3,797万円
地方譲与税 5億1,374万円 ▲38.2% 8億3,091万円 ▲3億1,717万円
各種交付金 7億8,862万円 ▲3.5% 8億1,757万円 ▲2,895万円
地方特例交付金 2,416万円 ▲72.1% 8,649万円 ▲6,233万円
地方交付税 143億4,429万円 3.6% 138億4,115万円 5億314万円

国庫支出金 20億6,483万円 2.7% 20億1,060万円 5,423万円

県支出金 28億6,952万円 16.6% 24億6,017万円 4億935万円

財産収入 2億1,736万円 ▲54.6% 4億7,930万円 ▲2億6,193万円
繰入金 6億6,695万円 ▲31.9% 9億7,888万円 ▲3億1,193万円
諸収入 5億8,679万円 ▲24.8% 7億8,058万円 ▲1億9,379万円
市債 30億5,661万円 ▲31.2% 44億4,110万円 ▲13億8,449万円
その他 9億6,774万円 ▲8.1% 10億5,340万円 ▲8,566万円
合計 302億1,769万円 ▲3.9% 314億5,924万円 ▲12億4,156万円

歳出項目 平成19年度
決算額　Ａ

平成18年度
決算額　Ｂ 差引Ａ－Ｂ

対前年度
議会費 2億3,873万円 ▲3.6% 2億4,763万円 ▲890万円
総務費 46億7,766万円 21.1% 38億6,397万円 8億1,370万円
民生費 53億7,047万円 ▲7.8% 58億2,482万円 ▲4億5,435万円
衛生費 18億5,531万円 ▲7.3% 20億225万円 ▲1億4,693万円
労働費 9,600万円 ▲20.0% 1億2,000万円 ▲2,400万円
農林水産業費 20億3,776万円 ▲31.0% 29億5,239万円 ▲9億1,463万円
商工費 4億5,496万円 ▲13.9% 5億2,824万円 ▲7,328万円
土木費 26億6,780万円 ▲28.0% 37億731万円 ▲10億3,951万円
消防費 11億1,993万円 ▲1.2% 11億3,334万円 ▲1,341万円
教育費 22億7,523万円 ▲14.6% 26億6,461万円 ▲3億8,938万円
災害復旧費 15億3,833万円 46.4% 10億5,068万円 4億8,765万円
公債費 68億8,931万円 9.2% 63億962万円 5億7,969万円

諸支出金 5億2,535万円 7.8% 4億8,746万円 3,790万円

合計 297億4,684万円 ▲3.7% 308億9,230万円 ▲11億4,546万円

　昨年度は、基金を取

り崩す（貯金をおろす）

こともなく、収入に見合っ

た支出に努め、借金残

高を減らすとともに合併

後初の黒字となりまし

た。

借金残高を２７億５千万円

５億６，７７４万円の黒字

　お金の入りと出を単純に差し引きした 4 億 7,085 万円
（形式収支）の中には、前年度から繰り越されたお金、
翌年度へ繰り越すべきお金、積立金（貯蓄）で支出され
るもの、基金の取り崩しが含まれています。それらを除
いて見た１年間の収支が、実質単年度収支で、5 億 6,774
万円の黒字となりました。

◆一般会計歳入決算額の前年度対比

◆一般会計歳出決算額の前年度対比

※金額は万円未満を四捨五入し

ていますので、内訳の合計は必ず

しも一致しません。

【実質単年度収支は黒字】
【経常収支比率は 97.5%】

財政課財政係　☎ 0824-73-1129 大幅

減額

平成 19 年度決算

平成 19 年度の
決算概要に

ついてお知らせ
します。

◆一般会計決算の状況

　毎年の収入の中で、使途が特定されず自由に使用でき
るお金のうち、人件費や公債費などの固定的な支出にど
れくらい使ったのかを示す数値です。97.5%とは、例えば
月収 100 万円の家庭で、食費や水道光熱費などを支払っ
た後、自由に使えるお金が 25,000 円しかない状況です。
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自主財源依存財源

地方交付税
47%

国・県支出金
16%

市債
10%

各種交付金
3%

地方譲与税
2%

市税 14%

諸収入
2%

繰入金
2%

その他
（手数料・負担金等）

3%

財産収入
1%

総務費
16%

民生費
18%

衛生費
6%

農林
水産業費
　　　　　 7%

土木費
9% 教育費

8%

公債費
23%

議会費 0.8%
商工費 1.5%

災害復旧費5%

消防費4%

労　働　費　0.3%
諸支出金 1.8%

使用した
お金

入った
お金

　入ったお金と、使用した

お金の構成比を、飼料（収

入）と牛の部位（支出）に

たとえて見てみましょう。

（10 月は口和モーモー祭が

ありましたネ）

　個別の納税指導や納税相談を実施。電話による催告、滞納処分を前提とした実態調査、督促状・
催告書の送付、常時の訪問徴収活動、年４回の訪問徴収強化月間を設定し収納率の向上に努めた結果、
市税の収納率は 86.66％（H18）から87.62％（H19）へアップしました。

　公債費負担適正化計画に基づ
き、事業の選択と集中で地方債
発行を行いました。その結果、地
方債の現在高は前年度より27 億
5,497 万円の減額となりました。

　平成 18 年度に策定、19 年度見直しを行った「持続可能な財政運営プラン」に基づき、歳入確保お
よび歳出削減を行いました。平成２０年度当初予算における歳出削減額は 9 億 1,007 万円となりました。

市税の収納率がアップ

地方債（借金）残高が約 27.5 億円減

持続可能な財政運営プランで歳出削減

財政健全化の取り組み成果

平成 19 年度 平成 18 年度 増減
一般会計 535 億  564 万円 563 億 5,404 万円 ▲ 28 億 4,840 万円
特別会計 140 億 7,275 万円 139 億 7,932 万円 9,343 万円

現在高 675 億 7,839 万円 703 億 3,336 万円 ▲ 27 億 5,497 万円

　借金を返す「公債費」が支出

の約 4 分の1 を占めます。

　市独自の収入となる市税をはじめとする自

主財源は全体の 22％、地方交付税等の国・

県などに依存する財源が 78％と、歳入の大

部分を依存財源が占めています。
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会計名 歳入決算額A 歳出決算額B 形式収支
C=A-B

翌年度
繰越財源D

実質収支
E=C-D

住宅資金特別会計 2,958万円 2,958万円 0万円 0万円 0万円
歯科診療所特別会計 2,476万円 2,476万円 0万円 0万円 0万円
国民健康保険特別会計 47億2,745万円 46億9,573万円 3,173万円 0万円 3,173万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 9,534万円 9,213万円 321万円 0万円 321万円
老人保健特別会計 74億7,258万円 74億6,181万円 1,077万円 0万円 1,077万円
介護保険特別会計 44億1,880万円 43億8,080万円 3,800万円 0万円 3,800万円

介護サービス事業特別会計 4,172万円 3,673万円 498万円 0万円 498万円

公共下水道事業特別会計 14億3,410万円 14億2,963万円 447万円 0万円 447万円
農業集落排水事業特別会計 9億4,869万円 9億4,827万円 42万円 0万円 42万円
浄化槽整備事業特別会計 1億7,268万円 1億7,014万円 255万円 0万円 255万円
簡易水道事業特別会計 3億5,792万円 3億4,957万円 835万円 0万円 835万円
宅地造成事業特別会計 218万円 218万円 0万円 0万円 0万円
工業団地造成事業特別会計 4億3,036万円 4億2,536万円 500万円 500万円 0万円

合　　計 201億5,615万円 200億4,668万円 1億948万円 500万円 1億448万円

区　分 水道事業 病院事業
営（医）業収益 5億2,895万円 13億6,760万円
営（医）業費用 4億7,874万円 14億7,693万円
営（医）業利益（▲損失） 5,020万円 ▲1億933万円
営（医）業外収益 1億3,638万円 1億1,848万円

うち一般会計等繰入金 1億432万円 1億54万円
営（医）業外費用 1億8,262万円 4,839万円

うち企業債支払利息及び取扱諸費 1億7,805万円 1,804万円
経常利益（▲損失） 396万円 ▲3,923万円
特別利益（▲損失） ▲50万円 0万円
当期純利益（▲損失） 347万円 ▲3,923万円

平成１９年度『みどりの環（わ）経済戦略ビジョン』実施事業の主なものをお知らせします。

待っとるよ！
庄原定住
プロジェクト事業

農業自立振興
プロジェクト事業

新産業創出事業

定住促進活動

　定住に関する相談件数は

電話での対応も含め 180 件と

なり、平成 18 年度の 51 件

から大幅に増加。こうした相

談活動の結果、新たに庄原

市へ定住された方は市全体で

17 世帯 40 人です。これは福

山市に続いて県内第２位の実

績です。

　地域との幅広い連携と協働によって、

継続的・安定的な収入を得ることので

きる農業の再構築に取り組みました。

営農指導強化事業

営農指導員 2 人

食農食育モデル事業

小学校 4 校、中学校 2 校　

食農イベント 1 回

農業自立支援プログラム実践事業

㈱庄原市農林振興公社業務委託

繁殖用和牛共同飼育事業

畜舎建築 2 件

土づくりによる地域ブランド化事業

堆肥利用促進　426 件、

土壌分析　513 件

エタノール製造施設整備支援事業

　庄原工業団地内での実証実験は平成 20 年

1 月から行われ、リグニンなどの量産化の目途

が立ち、木質バイオマス利活用プラントが建設

される展開となりました。

木質バイオマスボイラー設置支援事業

　リフレッシュハウス東城へ木質バイオマスボ

イラーを設置（民間企業設置へ助成）。年間

260 万円から 500 万円程度の燃料費削減とと

もに、年間約 570トンの二酸化炭素排出量削

減が見込まれます。

ペレットストーブ導入事業

　市内の全小学校 21 校へ計 35 台のペレット

ストーブを導入。設置施設では木質ペレットを

計約 8,900㌔使用し、灯油消費量が削減でき

ました。

実施事業

PICK
UP

公営企業会計・

特別会計の

決算概要です。

◆特別会計決算の概要

◆公営企業会計決算の概要
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※実質赤字、連結赤字比率は、黒字であれば「―」で公表されます。

◆資金不足比率　各公営企業会計の資金不足比率は０％で、資金不足は発生しませんでした。
　　　　　　　　※経営健全化基準は20%です

早期健全化基準 財政収支が不均衡な状況、その他の財政状況の悪化を判断する基準（イエローカード）

財政再生基準 財政収支の著しい不均衡、その他の財政状況の著しい悪化を判断する基準（レッドカード）

実質赤字比率 福祉、教育、まちづくり等を行う一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の

悪化の度合いを示すもの

連結実質赤字比率 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、

財政運営の悪化の度合いを示すもの

実質公債費比率 借入金 ( 地方債 ) の返済額やこれに準じる額の大きさを指標化し、市財政規模に対する

借入金返済の割合を示すもの

将来負担比率 地方公共団体の一般会計などの借入金 ( 地方債 ) や将来支払っていく可能性のある負

担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの

資金不足比率 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である営業収益の額と比較して指標化し、

経営状態の悪化の度合いを示すもの

平成２０年度上半期 予算の執行状況 　市は、予算の執行がどのような状況になって

いるのかを市民の皆さんに知っていただくため

に、毎年財政状況を公表しています。今回は、

平成20年度予算の9月30日現在の執行状況を

お知らせします。
（金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の
合計は必ずしも一致しません。）

◆市税の収入状況　（一般会計）

◆一般会計、特別会計の収支状況

◆公営企業会計の収支状況

市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

鉱産税

入湯税

計

16億8,001万円

19億9,243万円

1億1,254万円

2億390万円

60万円

1,935万円

40億883万円

7億4,521万円

14億6,504万円

1億953万円

1億590万円

31万円

864万円

24億3,462万円

44.4%

73.5%

97.3%

51.9%

50.6%

44.7%

60.7%

区分 予算額 収入済額 収入率

◆地方債残高 一般会計

特別会計

合　計

505億8,109万円

187億7,051万円

693億5,160万円

－

（12.54）

（20.00）

－

（17.54）

（40.00）

23.1

（25.0）

（35.0）

230.1

（350.0）

区　分

平成19年度決算に
基づく比率

(早期健全化基準)

(財政再生基準)

◆健全化判断比率

　平成19年度の決算数値に基づく算定の結果、健全化判断比率、資金不足比率ともに早期

健全化基準、経営健全化基準を下回りました。

公
表

用

語

解

説

新
財
政
指
標

実質赤字
比　率

実質公債費
比　率

将来負担
比　率

連結実質
赤字比率

予算現額　　　

317億2,697万円

134億638万円

45億9,356万円

5億9,322万円

8億3,766万円

46億8,020万円

15億5,821万円

5億3,767万円

11億9,907万円

収入済額　　　

137億4,308万円

43億1,564万円

14億4,626万円

1億7,949万円

7億192万円

17億8,878万円

1億6,058万円

2,921万円

1億8,890万円

収入率

43.3%

32.2%

31.5%

30.3%

83.8%

38.2%

10.3%

5.4%

15.8%

支払済額　　　

106億1,792万円

55億8,878万円

19億1,645万円

3,769万円

2億6,067万円

19億2,172万円

5億4,664万円

2億843万円

2億9,799万円

支払率

33.5%

41.7%

41.7%

0.8%

43.9%

41.1%

35.1%

38.8%

24.9%

一般会計

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

老人保健

介護保険

公共下水道事業

農業集落排水事業

その他

区　分

       

  予算現額　　 収入済額　　 収入率 予算現額　　　 支出済額　　 支出率 

水道事業 収益的 7億2,311万円 3億193万円 41.8% 7億1,962万円 3億864万円 42.9% 

 資本的 10億3,628万円 1億4,469万円 14.0% 13億7,907万円 2億6,101万円 18.9% 

病院事業 収益的 14億6,848万円 6億9,412万円 47.3% 14億6,848万円 6億6,309万円 45.2% 

 資本的 4,334万円 0万円 0.0% 6,480万円 2,189万円 33.8% 

支　出収　入
区　　分
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Ｄ
Ｖ
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行

為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
そ

の
根
底
に
は
女
性
の
人
権
へ
の
軽
視
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
暴
力
の
中
で
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
関
係
の
中
で
起
こ
る
Ｄ
Ｖ
は
見
過
ご
さ

れ
や
す
く
、
被
害
が
深
刻
に
な
る
ま
で
分

か
り
に
く
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば
で
起
こ
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
も
し
か
し
て

Ｄ
Ｖ
？
」
と
思
っ
た
ら
、
相
談
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
一
言
が
、
誰
か
を
救
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　
「
Ｄ
Ｖ
」
っ
て
何
で
す
か
？

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、

親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力

の
こ
と
で
す
。

●
身
体
的
暴
力

●
精
神
的
暴
力

●
性
的
暴
力

●
経
済
的
暴
力

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

夫
婦
間
や
恋
人
同
士
で
あ
っ
て
も
、

暴
力
は
犯
罪
で
す
。
こ
れ
ら
の
暴
力
で

相
手
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
行
為
は
、

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、「
親
し
い
者
同
士
の
間
の
出

来
事
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
害
者
は
、

こ
れ
ら
を
「
暴
力
」「
Ｄ
Ｖ
」
と
認
識

し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は

　

ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の
で
す
か
？

　

殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
暴
力
に
よ
る
け

が
の
ほ
か
、
暴
言
や
行
動
の
制
限
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に
よ
っ
て
、
将
来
へ
の

不
安
や
絶
望
、
孤
独
感
、
恐
怖
感
、
無

力
感
な
ど
、
被
害
者
の
心
は
深
く
傷
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
か
ら
、
不
眠
や
頭
痛
な
ど
の
身
体

的
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
逃
げ
な
い
の
？

　

暴
力
が
始
ま
っ
た
当
初
、
逃
げ
よ
う
と

し
た
ら
か
え
っ
て
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

た
、
と
い
う
経
験
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

逃
げ
ら
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
前
が
悪
い
か
ら
だ
」
と
責

め
ら
れ
る
う
ち
に
、
被
害
者
は
、「
暴
力

を
振
る
わ
れ
る
の
は
、
自
分
の
せ
い
」
と

思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
激
し
い
暴
力
が
起
き
る
時

期
と
、
一時
的
に
や
さ
し
く
な
る
時
期
を

繰
り
返
す
た
め
、被
害
者
の
多
く
は
、「
根

は
い
い
人
。
い
つ
か
は
変
わ
っ
て
く
れ
る
」

と
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
逃
げ
る
」
こ
と
は
そ
れ
ま
で

の
生
活
の
す
べ
て
を
捨
て
去
る
こ
と
で
あ

り
、
経
済
的
な
自
立
が
困
難
な
こ
と
と

併
せ
て
、
大
き
な
覚
悟
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
家
庭
で
育
つ

　

子
ど
も
が
受
け
る
影
響
は
？

　

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
は
、
子
ど
も
に
も
暴

力
を
振
る
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

被
害
者
が
気
も
ち
の
行
き
場
を
な
く
し

て
子
ど
も
に
暴
力
を
振
る
っ
て
し
ま
う
こ

と
や
、
子
ど
も
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
気

力
が
な
く
な
り
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放

棄
）
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

直
接
暴
力
を
受
け
な
く
て
も
、
子
ど

も
に
暴
力
を
目
撃
さ
せ
る
こ
と
は
精
神
的

虐
待
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
児
童
虐
待
防

止
法
に
も
明
確
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

あなたは大丈夫？
殴る、蹴る、噛む、つねる、首を締めるなど
身体を傷つけられる（身体的暴力）

刃物を突きつけられたり、殴るふりをして脅
される（身体的暴力）

交友関係や電話・メールを細かく監視され
る（精神的暴力）

人格を否定するような暴言を吐かれる、大
声で怒鳴られる（精神的暴力）

避妊に協力してくれない（性的暴力）

望まないのに、性的行為を強要される　
（性的暴力）

生活費を渡してくれない（経済的暴力）

働くことを許してくれない（経済的暴力）

□

□

□

□
□
□

□
□

チェック
DV

ハネムーン期

暴力のサイクル

別人のように優しく
なり、反省し、もうしな
いと約束したりする。

緊張の蓄積期
ちょっとしたことで
機嫌が悪くなる等
緊張感が増し、暴力
を予感させる。

暴力の爆発期 
緊張が高まり、感情
のコントロールができ
ず、暴力をふるう。

ストップ・
ザ・暴力

配偶者などからの暴力（DV）防止について
「ＤＶ」…ドメスティック・バイオレンスの略

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

12日～25日
女性に対する暴力をなくす運動

11月
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Ｄ
Ｖ
を
発
見
・
目
撃
し
た

●
被
害
者
が
安
全
な
場
所
に
い
る
か
を

確
認
し
、
警
察
に
通
報
ま
た
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
と
は

　

ど
ん
な
法
律
で
す
か
？

　

正
式
に
は
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
と
い
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
暴
力
】

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
が
対
象
で
す
。

（
配
偶
者
以
外
の
家
族
や
恋
人
、
他
人

か
ら
の
暴
力
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

●
「
配
偶
者
」
に
は
、
婚
姻
中
の
ほ
か
、

事
実
婚
や
元
配
偶
者
を
含
み
ま
す
。
男

性
、
女
性
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
「
暴
力
」
は
、
身
体
的
暴
力
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
暴
力
、
性
的
暴
力
も
含

ま
れ
ま
す
。

【
相
談
・
一
時
保
護
】

　

広
島
県
は
、「
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
県
内
３
カ
所
（
広
島
・

福
山
・
備
北
）
に
設
置
し
、
次
の
よ
う

な
業
務
を
通
じ
て
被
害
者
の
相
談
や
支

援
に
あ
た
って
い
ま
す
。

●
相
談
や
関
係
機
関
の
紹
介

●
一
時
保
護
施
設
で
の
保
護

●
保
護
命
令
制
度
や
自
立
支
援
制
度
な

ど
の
情
報
提
供
、
助
言
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整

●
そ
の
他
の
援
助

【
保
護
命
令
制
度
】

　

裁
判
所
に
申
し
立
て
る
と
、
加
害
者

に
対
し
保
護
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
更
な
る
暴
力
に
よ
り
、
生

命
ま
た
は
身
体
に
重
大

な
危
害
を
受
け
る
お
そ

れ
が
大
き
い
と
き
に
限

り
ま
す
。

※
Ｄ
Ｖ
防
止
法
は
、
男

性
被
害
者
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

加害者が被害者の身辺
につきまとったり、被害者
の住居、勤務先などの付
近をはいかいすることを
禁止する命令です。

（被害者と同居する未成
年の子ども、被害
者の親族なども
対象になりま
す。）

加害者に、被害者と共に
住む住居から退
去することを命
ずるものです。

被害者に対する無言電
話、夜間または連続して
の電話・電子メール、面会
を求めることなどを禁止
する命令です。

（対象者は被害者本人の
みです。接近禁止
命令が発令され
ている間に限り
ます。）

※事実婚の場合の申し立てや
元配偶者に対する申し立ても
できます。

※命令に違反すれば、１年以下
の懲役または100万円以下の
罰金です。

◎接近禁止命令

◎退去命令

◎電話等禁止命令

保護命令の種類

期間

6ヵ月
期間

6ヵ月

期間

2ヵ月

　

被
害
者
は
、
自
分
が
被
害
者
だ
と
い

う
認
識
が
な
か
っ
た
り
、
大お
お

事ご
と

に
し
た

く
な
い
と
隠
そ
う
と
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
が
表
面
化
し
に
く
い
こ
と
か
ら

も
、
周
り
の
人
か
ら
の
救
い
の
手
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　　

知
人
が
Ｄ
Ｖ
被
害
者
か
も

●
親
し
い
方
な
ら
、
相
談
機
関
に
「
相

談
し
て
み
た
ら
？
」
と
声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。　

●
声
を
か
け
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
場

合
や
Ｄ
Ｖ
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
気
づ
い
た
方
が
相
談
機
関
に
相
談

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　　

友
達
か
ら
相
談
さ
れ
た

●
「
大
変
だ
っ
た
ね
」
な
ど
、
被
害
者

に
寄
り
添
う
よ
う
な
言
葉
を
か
け
な
が

ら
、
し
っ
か
り
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

●
相
談
機
関
に
「
相
談
し
よ
う
」
と
勧

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
暴
力
を
受
け
た
直
後
な
ら
、
医
療
機

関
の
受
診
と
と
も
に
、
警
察
に
相
談
に

行
く
よ
う
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
も
し
か
し
て
Ｄ
Ｖ
？
」
と
思
っ
た
ら

● 配偶者や恋人からの暴力全般に関する主な相談窓口

相談機関名 電話番号 相談時間など

配偶者暴力
相 談 支 援
センター

広島こども
家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金　10 時 -17 時

休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金　17 時 -20 時
土日祝　10 時 -17 時

備北こども
家庭センター

☎ 0824-63-5181 ㈹
内線 2313

月～金　10 時 -17 時

庄原警察署　 ☎ 0824-72-0110 ㈹ 24 時間

庄原市役所女性児童課
（各支所でもお受けします）

☎ 0824-73-1243

月～金　
8 時 30 分 -17 時 30 分
※祝・年末年始を除く
※制度についての情報
提供・関係機関の紹介・
助言などを行います

相談機関名 電話番号 相談時間など

配偶者暴力
相 談 支 援
センター

広島こども
家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金　10 時 -17 時

休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金　17 時 -20 時
土日祝　10 時 -17 時

備北こども
家庭センター

☎ 0824-63-5181 ㈹
内線 2313

月～金　10 時 -17 時

庄原警察署　 ☎ 0824-72-0110 ㈹ 24 時間

庄原市役所女性児童課
（各支所でもお受けします）

☎ 0824-73-1243

月～金　
8 時 30 分 -17 時 30 分
※祝・年末年始を除く
※制度についての情報
提供・関係機関の紹介・
助言などを行います

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

女
性
・
男
性
と
も
に
相
談
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

女
性
児
童
課
男
女
共
同
参
画
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
４
３
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公
的
年
金
制
度
は
、「
世
代
と
世
代

の
支
え
合
い
」
を
基
本
理
念
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
年
金
は
、
現
役
世
代

の
納
め
る
保
険
料
が
今
の
高
齢
世
代
を

支
え
、
い
ず
れ
は
現
役
世
代
も
子
や
孫

の
世
代
に
支
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
「
万
一
」
の
時
に

備
え
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

11
月
は
年
金
月
間
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
安
心
の
生
活
を
支
え
る
年
金
制
度

を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

公
的
年
金
制
度
は
２
階
建
て

　

年
金
制
度
は
2
階
建
て
の
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
基
礎
の
年
金
（
1
階
部
分
）

の
国
民
年
金
と
、
上
乗
せ
（
2
階
部
分
）

す
る
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
（
共
済
年

金
）
が
あ
り
ま
す
。
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
（
共
済
年
金
）
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
国
民
年
金
の
み
の
被
保
険
者
（
第

1
号
被
保
険
者
）
に
も
、
国
民
年
金
基

金
と
い
う
上
乗
せ
部
分
の
年
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

※
会
社
員
や
公
務
員
も
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
は
す
べ
て
の

公
的
年
金
の
基
礎
と
な
る
年
金
で
す
。
会
社

員
や
公
務
員
な
ど
の
第
2
号
被
保
険
者
も
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
で
、
同
時
に
国
民
年
金
の
保
険
料
も
納

め
た
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

老
後
の
安
心
を
守
る

▼
老
齢
基
礎
年
金
…
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
て
き
た
人
が
65
歳
に
な
っ
た
と

き
か
ら
一
生
受
給
で
き
ま
す
。
40
年
間

納
め
た
人
は
満
額
（
７
９
２
、１
０
０
円
）

を
受
給
で
き
ま
す
が
、
40
年
に
満
た
な

い
場
合
は
、
納
付
し
て
い
な
い
月
数
に
応

じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
原
則
、
納
付
し

た
月
数
が
25
年
に
満
た
な
い
場
合
は
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
社
会
保
険
事
務
所
に
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
年
金
額
の
試
算
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
る

▼
障
害
基
礎
年
金
…
国
民
年
金
加
入

中
に
、
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
が

原
因
で
、
国
民
年
金
法
の
1
級
、
2
級

の
障
害
に
該
当
す
る
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
に
受
給
で
き
る
年
金
で
す
。
ま
た
、

い
ず
れ
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て
い
な

い
20
歳
未
満
の
と
き
や
、
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
と
き
も
、
同
様
に
障
害
基
礎

年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
は
1
級
と
2
級
が
あ

り
、
年
金
額
は
1
級
が
９
９
０
、１
１
０

円
、
２
級
が
７
９
２
、１
０
０
円
で
す
。

た
だ
し
、
初
診
日
の
直
前
1
年
間
に
未

納
期
間
が
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。

▼
遺
族
基
礎
年
金
…
国
民
年
金
加
入

中
に
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
子
の
あ
る
妻
、

ま
た
は
子
が
受
給
で
き
る
年
金
で
す
。

子
が
18
歳
に
到
達
し
た
年
度
末
に
な
る

ま
で
、
あ
る
い
は
１
級
・
2
級
の
障
害
の

あ
る
子
の
場
合
は
20
歳
に
な
る
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
妻
が
受
給

す
る
場
合
は
１
、０
２
０
、０
０
０
円
、
子

が
受
給
す
る
場
合
は
７
９
２
、１
０
０
円

で
す
。
2
人
以
上
の
子
が
い
る
場
合
は
、

人
数
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
要
注
意
で
す

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
は

不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
の
で
き
る
年

金
で
す
が
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
や
、

学
生
で
納
付
を
猶
予
し
て
も
ら
い
た
い
と

き
な
ど
は
、
免
除
や
納
付
猶
予
の
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
医
療
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
室
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

2階
部分

1階
部分

学生・自営業など 会社員 公務員

国民年金基金 厚生年金
共済組合
(共済年金)

第2号被保険者第1号被保険者 第3号被保険者

専業主婦(夫)

本人の希望により加入

することができます▼

第3号被保険者は
公的な年金での

上乗せはできません▼

国民年金(基礎年金)

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

三
次
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

３
１
０
７

は
年
金
月
間
で
す

11月

2008.11. No.44 22



●
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
ら
く
ら
く
確
定
申
告

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
所

得
税
の
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

な
ど
を
利
用
し
て
納
税
が
で
き
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
・

届
け
出
な
ど
が
で
き
ま
す
。

※
も
っ
と
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
！
「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」
で
検
索
を
。

●
農
業
収
支
計
算
の
準
備
は
お
早
め
に

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
実
際
の
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所

得
計
算
す
る
「
収
支
計
算
」
が
原
則
で

す
。

　
「
収
支
計
算
」
を
す
る
た
め
に
は
、

収
入
金
額
の
分
か
る
書
類
と
、
経
費
が

分
か
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
領
収
書
を
残
し
て
い
な
い
経
費
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農

業
に
係
る
こ
れ
ら
の
書
類
を
な
く
さ
な
い

よ
う
に
整
理
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

※
昨
年
ま
で
は
、
12
月
に
農
業
収
支
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
随
時
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
６

庄
原
税
務
署 

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

１
０
０
１

●
税
務
研
修
会

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
利
用
や
、
平
成
20
年

度
税
制
改
正
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

と
き　

11
月
13
日（
木
）

14
時
～
16
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

庄
原
商
工
会
議
所

問
い
合
わ
せ

社
団
法
人 

庄
原
法
人
会 

事
務
局

☎
・
FAX
０
８
２
４

−

７
２

−

１
８
８
９

対
象
者

　

次
の
①
・
②
の
全
て
に
該
当
し
、
か
つ

③
④
⑤
⑥
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
状
態
の

方
。

①
他
の
制
度
に
よ
り
税
法
上
の
特
別
障

害
者
控
除
を
受
け
て
い
な
い
方

②
65
歳
以
上
の
方

③
認
知
症
状
の
あ
る
方
、
あ
る
い
は
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

④
屋
内
で
の
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し

て
い
る
が
、
介
助
な
し
に
は
外
出
で
き
な

い
方

⑤
屋
内
で
の
生
活
は
何
ら
か
の
介
助
が

必
要
で
、
日
中
も
ベッ
ド
な
ど
で
の
生
活

が
主
体
で
あ
る
方

⑥
生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
な
方
（
ほ

ぼ
寝
た
き
り
の
状
態
の
方
）

※
身
体
者
障
害
者
福
祉
法
等
に
基
づ
く

障
害
認
定
と
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要

介
護
認
定
は
、
そ
の
認
定
基
準
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
要
介
護
認
定
の
要
介
護

度
が
高
く
て
も
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

Ⓐ
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書

Ⓑ
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
民
生
委
員
の

意
見
書

※ 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
Ⓑ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

Ⓐ
、
Ⓑ
の
書
類
は
高
齢
者
福
祉
課
介

護
保
険
係
や
各
支
所
介
護
保
険
担
当
室

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
☎
０
８
２
４

−７
３

−１
１
６
７
）

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
担
当
係 　

     

申
請
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

障
害
者
控
除
認
定

国
税
庁
は
毎
年
11
月
11
日
～
17
日
を
「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
・
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

税
法
上
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
。

　

65
歳
以
上
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
、

「
身
体
障
害
者
等
に
準
ず
る
方
」
や

「
6
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方
」
は
、

お
早
め
に
市
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

税
に
つ
い
て

考
え
よ
う
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政策推進課　☎ 0824-73-1113

健康広場　
Healthy column

　

市
は
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
え
る
た
め
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
未
提

供
地
域
に
お
い
て
10
カ
所
の
電
話
交
換
所

（
赤
川
、
八
鉾
、
小
奴
可
、
川
鳥
、
帝
釈
、

口
和
口
南
、
口
和
、
高
野
、
比
和
、
総
領
）

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

各
電
話
交
換
所
エ
リ
ア
で
は
、
表
の
と

お
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
、
本

格
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
先
立
ち
、
各
地

域
で
加
入
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
行
政
文
書
な
ど
で

お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆サービス提供開始時期・説明会予定

電話交換所名 説明会 サービス
提供開始

口和・赤川・高野 10 月末～ 11 月上旬 11 月下旬

口和口南・総領・八鉾・
川鳥・帝釈・小奴可 12 月上旬～中旬 1 月下旬

比和 1 月下旬 2 月下旬

　

最
近
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。
喫

煙
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
進
行
さ
せ
ま
す
。

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
中
に
は
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
、
同
時
に
内

臓
脂
肪
を
増
加
さ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
は
、
喫
煙
者
は

も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人
に
も
及
び
ま
す
。
自

分
自
身
と
周
り
の
大
切
な
人
の
健
康
を
考
え
、

禁
煙
への
第
一歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

他
力
を
借
り
て
禁
煙
に
挑
戦

　

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
人
は
、
ニコ
チ
ン
依

存
症
と
い
う
病
気
で
す
。
何
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
禁
煙
で
き
な
け
れ
ば
、
他
の
力
を
借
り

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

禁
煙
外
来

　

禁
煙
支
援
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
で
す
。

ニ
コ
チ
ン
の
禁
断
症
状
へ
の
対
処
法
と
い
っ
た

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
身
体
・
精
神
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
、
禁
煙
で
き
る
よ
う
導

い
て
く
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
6
月
か
ら
、
一
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
、
禁
煙
治
療
に
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て

の
禁
煙
外
来
で
保
険
適
用
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

市
内
の
禁
煙
外
来

戸
谷
医
院
・
児
玉
医
院
（
川
北
）・
林
医
院

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
禁
煙

サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
励

ま
し
合
い
な
が
ら
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。禁煙成功へのヒント！

①禁煙前に自分の
喫煙パターンを記録

しておく

　いつどんな時にたばこを吸っているかをメモしておくと禁煙

に役立ちます。

②たばこに関するも
のをすべて捨てる

　たばこは水につけて捨て、灰皿やライターもすべて捨てま

しょう。

③口さみしさをやわ
らげる

　ガムをかんだり、冷たい水を飲んだり、たばこの代用品を

見つけましょう。

④禁煙補助薬を使
う

　たばこ以外のもので体内に微量のニコチンを補充するも

のです。たばこを吸いたい気分がやわらぎます。ニコチンガ

ムとニコチンパッチがあります。

ＡＤＳＬ・リーチＤＳＬ
11月末から順次スタート

政策推進課    ☎０８２４-７３-１１１３

サー
ビス

禁煙へ一歩踏み出そう口和支所市民生活室　
奥田　早　保健師
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振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
件
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
犯
人
が
あ
な
た

に
携
帯
電
話
番
号
、
銀
行
口
座
名
義
や

口
座
番
号
を
教
え
て
、
そ
の
口
座
に
現

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
電

話
で
携
帯
電
話
番
号
や
銀
行
口
座
名
義

を
教
え
ら
れ
、
現
金
を
振
り
込
む
よ
う

に
言
わ
れ
た
場
合
は
振
り
込
め
詐
欺
だ

ろ
う
と
、
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て

も
、
突
然
電
話
で
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
告

げ
ら
れ
る
と
気
が
動
転
し
て
し
ま
い
、

言
葉
巧
み
に
騙
さ
れ
て
振
り
込
ん
で
し

ま
う
も
の
で
す
。

　

振
り
込
む
前
に
、
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
冷
静
な
第
三
者
に

話
す
だ
け
で
も
、
被
害
が
防
げ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
は
、
次
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

▼
オ
レ
オ
レ
詐
欺　

子
ど
も
や
孫
な
ど

を
装
い
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
示
談
金
な

ど
の
名
目
で
、
金
を
振
り
込
ま
せ
る
も

の▼
還
付
金
詐
欺　

医
療
費
や
年
金
な
ど

の
返
還
手
続
き
を
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

を
指
示
し
金
を
振
り
込
ま
せ
る
も
の

▼
融
資
保
証
金
詐
欺　

嘘
の
融
資
に
伴

う
保
証
金
の
前
納
を
求
め
て
金
を
振
り

込
ま
せ
る
も
の

▼
架
空
請
求
詐
欺　

実
在
し
な
い
債
務

の
返
済
を
請
求
し
て
金
を
振
り
込
ま
せ

る
も
の  

　

ま
た
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
員
を

装
い
、「
あ
な
た
の
口
座
が
振
り
込
め

詐
欺
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
ら
せ
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
言
っ
て
だ
ま
し
取
り
、

暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
た
う
え
現
金
を

引
き
出
す
。
と
い
っ
た
新
た
な
詐
欺
事

件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

交通死亡事故ゼロ1000日達成記念式典
　市と庄原警察署、東城交通安全協会は 9 月 22 日、交通死亡事故
ゼロ連続 1000 日を達成した記念式典を東城支所で開催しました。
　式典には、関係者や東城保育所園児など約 80 人が参加。日数
を表示する掲示板にプレートを差し込んだり、くす玉を割ったりし
て祝いました。
　東城交通安全協会の吉川洋昭会長が「高齢者や子どもの命を守
るため、市民の皆さんとより一層協力して、交通死亡事故ゼロの日
数を延ばしましょう」と呼びかけました。

年 乗物盗 街頭犯罪 侵入窃盗 性犯罪 その他 合計

平成 14 年 28 108 49 1 94 280

平成 15 年 38 117 27 1 91 274

平成 16 年 18 49 48 1 110 226
平成 17 年 22 42 48 1 67 180
平成 18 年 14 53 39 2 77 185
平成 19 年 21 29 17 0 81 148
平成 20 年 9 31 16 1 84 141

各年９月末現在 （単位：件）犯罪発生状況（庄原警察署管内）

※街頭犯罪とは…路上強盗・ひったくり・恐喝・車上ねらい・
自動販売機ねらい・器物損壊

振り込め詐欺
～振り込む前に相談を！～

安心・安全な
毎日のために

庄原警察署

☎ 0824-72-0110
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地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
課
題
の

解
決
な
ど
を
目
指
し
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
起
こ
す
人
を
支
援
す
る
庄
原

市
起
業
支
援
補
助
事
業
の
審
査
会
が

9
月
2
日
に
行
わ
れ
、
５
事
業
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
市
内
各
地
域
か
ら
10
件

の
申
請
が
あ
り
、
学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
審
査
会
で
、
地
域
へ

の
貢
献
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
継
続

性
な
ど
の
視
点
か
ら
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
織
物

工
房
、
農
園
開
設
、
手
作
り
雑
貨
店

な
ど
の
５
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
各
地
域

の
魅
力
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

庄
原
市
と
広
島
東
洋
カ
ー
プ
は
、

新
庁
舎
・
新
球
場
と
「
同
い
年
」
で

人
生
を
歩
み
始
め
る
庄
原
市
の
新
生

児
へ
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
特
製
「
誕

生
記
念
色
紙
」
を
進
呈
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
市
と
広
島
東
洋
カ
ー

プ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
「
新
生

児
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
、
新
庁
舎
・
新
球
場
と

同
じ
平
成
21
年
生
ま
れ
の「
新
生
児
」

を
心
か
ら
祝
福
し
、
健
や
か
な
成
長

を
と
も
に
願
って
行
い
ま
す
。

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
特
別
な
協
力

を
受
け
て
製
作
さ
れ
る
色
紙
に
は
、
カ

ー
プ
選
手
本
人
に
よ
る
手
形
、
直
筆

サ
イ
ン
、
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
り
、

一
緒
に
新
生
児
の
手
形
、
足
形
、
記

念
写
真
や
、
ご
家
族
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
残
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
21
年
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
に
庄
原

市
民
と
し
て
生
ま
れ
た
新
生
児
で
、

出
生
届
け
提
出
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

予
定
で
す
。

政策

推進課

新
生
児
へ

カ
ー
プ
特
製
色
紙

市政トピックス
庄
原
市
と
カ
ー
プ
が
コ
ラ
ボ

織
物
工
房
な
ど

５
事
業
を
採
択

庄
原
市
起
業
支
援
補
助
事
業

商工

観光課

手形をとる前田智徳選手

織物工房開設事業

カープ選手が協力
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あ
っ
ぱ
れ
庄
原
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、
全
国
・
県
レ
ベ
ル
の
大
会
、
市
が
共
催
す
る
各
種
大

会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
該
当
す
る
方
の
情
報
は
企
画
課
広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

全
国
大
会

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会

（
10
月
11
日
～
13
日
・
大
分
県
）

▼
陸
上
競
技

砲
丸
投
げ
40
歳
以
上

下
肢
機
能
障
害
の
部　

第
１
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
40
歳
以
上

下
肢
機
能
障
害
の
部　

第
１
位

小
田　

龍
雄（
東
城
町
）

▼
フ
ラ
イ
ン
グ　

デ
ィ
ス
ク 

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
メ
ン
ズ
・
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
部

第
３
位

槇
原　

五
郎（
口
和
町
）

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
祭

（
10
月
19
日
～
21
日
・
滋
賀
県
）

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

豊
田　
　

都（
高
町
）

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

亀
井　

達
雄（
西
本
町
）

亀
井　

幸
子（
西
本
町
）

全
日
本
杖
道
大
会

（
10
月
19
日
・
東
京
都
）

谷
口　

裕
基（
三
次
高
2
年
）

佐
倉　

康
隆（
呉
高
専
2
年
）

掘
江　

亮
介（
庄
原
格
致
高
2
年
）

谷
口　

桃
子（
三
次
高
１
年
）

小
林　

利
吉（
西
本
町
）

　

そ
の
他

し
ょ
う
ば
ら
桜
花
杯

空
手
道
大
会

（
10
月
5
日
・
市
総
合
体
育
館
）

▼
組
手　

団
体
戦　

小
学
生
女
子
の
部　

第
３
位

和
道
流
空
手
道
連
盟

庄
原
支
部

▼
組
手　

団
体
戦　

中
学
生
女
子
の
部　

優
勝

和
道
流
空
手
道
連
盟

庄
原
支
部

▼
組
手　

個
人
戦

小
学
校
３
・
４
年
生
女
子
の
部

第
３
位

中
村　

桃
花（
和
道
流
空
手

道
連
盟
庄
原
支
部
）

▼
組
手　

個
人
戦　

中
学
校
女
子
の
部　

第
３
位

福
原　

愛
美（
和
道
流
空
手

道
連
盟
庄
原
支
部
）

▼
総
合
の
部　

第
３
位　

和
道
流
空
手
道
連
盟

庄
原
支
部

庄
原
・
絵
手
紙
大
賞

▼
子
ど
も
の
部
（
応
募
69
点
）

大
賞

福
光　

直
斗（
比
和
小
3
年
）

優
秀
賞

城
戸
口　

舞（
高
小
6
年
）

新
山　

涼
太（
高
野
小
6
年
）

亀
山　

昴
太（
高
野
小
6
年
）

奨
励
賞

酒
井
は
る
か（
庄
原
中
2
年
）

中
田
菜
々
子（
高
小
6
年
）

新
山　

佳
央（
高
小
6
年
）

輪
手　

朋
子（
高
小
5
年
）

峠
本　

慎
吾（
西
城
小
6
年
）

市
岡　
　

康（
5
歳
）

実
延　

晴
子（
比
和
小
5
年
）

増
本　

加
奈（
高
野
小
6
年
）

長
曽　

真
梨（
高
野
小
6
年
）

鉄
原　

珠
実（
高
野
小
6
年
）

▼
一
般
の
部（
応
募
91
点
）

大
賞

市
岡　

和
子（
宮
内
町
）

優
秀
賞

藤
仲　

明
子（
三
日
市
町
）

堀
江　

純
子（
東
本
町
）

松
山　

民
子（
尾
引
町
）

奨
励
賞

古
本　

文
子（
板
橋
町
）

八
谷　

和
子（
掛
田
町
）

石
橋　

勝
子（
東
本
町
）

藤
原　

玉
江（
本
村
町
）

冨
久　

富
子（
板
橋
町
）

森
長
貴
美
恵（
比
和
町
）

吉
政　

澄
江（
実
留
町
）

三
上
智
惠
美（
東
本
町
）

正
畑　

幸
子（
山
内
町
）

五
島　

直
美（
西
城
町
）

里山で遊ぶ下高保育所の園児

　

よ
り
良
い
保
育
を
実
践
す
る
た
め
、
平

成
20
年
度
庄
原
市
立
保
育
所
職
員
研
修
会

（
公
開
保
育
）
を
10
月
2
日
、
高
野
町
の

下
高
保
育
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
保
育
所
か
ら
保
育
士
や
調
理
員
を

は
じ
め
、
下
高
保
育
所
保
護
者
会
長
や
地

元
民
生
児
童
委
員
な
ど
、
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
山
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
学
し
、
下
高
保
育
所
で

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
中
心
に
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　

本
年
3
月
に
告
示
さ
れ
た
「
新
保
育
所

保
育
指
針
」
で
は
、
地
域
や
小
学
校
と
の

連
携
が
強
化
さ
れ
、
市
は
そ
の
実
践
に
向

け
て
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
保
育
の
質

を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

女性

児童課

里山保育の
実践を学ぶ

保育所職員研修会

小田さん（左）と
槇原さん（右）
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ぐるり庄原 Camera report カメラ
レポート

Look around
Shobara!

各地で行われたイベント＆話題をお届けします

　第26回ふれあい東城まつりが10月19日、東城

小学校グラウンドをメイン会場に開催されまし

た。

　東城保育所の園児による元気な竹太鼓の演技

と、色とりどりの風船が舞い上がったり降りたり

するスパークバルーンで開幕し、秋の味覚を楽し

める屋台テントや、はしご車の搭乗体験などのイ

ベントが行われました。

　ステージでは、広島県警音楽隊の迫力のある

演奏や、笑いで会場を沸かせた「横山ホットブラ

ザースショー」、東城各地域の歌自慢の「ふれあ

いのど自慢」が行われ、来場した人々の笑顔が

絶えない１日となりました。

　また、18日に前夜祭「ふれあいの夕べ」で音楽

芸能の発表が行われたほか、17日からの3日間、

書道や生け花などの作品が展示されました。

元気いっぱい笑い満載
ふれあい東城まつり

東城保育所の竹太鼓

　かつて日本一にも輝いた和牛の産地・

口和町で、牛をテーマにした「口和モー

モー祭」が10月11日・12日の両日、口和

総合運動公園で開催され、約26,000人

の来場者でにぎわいました。

　和牛18頭による「モーモー大行進」や、

「牛と子どもたちによる綱引き」など、牛

が主役のイベントが多数行われ、家族連

れなどが牛とふれあって楽しみました。

　今回は市内各地域の特産品が集まる

「庄原みのりの祭典 '21」と合同で行われ、

56団体が出店。人気の「和牛の炭火焼コー

ナー」では、4,000パックが完売し、牛も

も肉の丸焼きや地元特産品の販売に長

い行列ができました。

　ステージでは、郷土芸能をはじめ、演

歌歌手の北山たけしさんや原田悠里さん

の歌謡ショーで盛り上がりました。

和牛の里の魅力を
ギュウっと満喫
口和モ－モー祭・庄原みのりの祭典'21

横山ホットブラザーズショー

市内外から多くの人が来場（写真上）、牛と子どもの綱引き（写真下）
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　10月19日、「比和の里、ひびけこの声、心意気」をテーマ

に、比和総合運動公園で第16回比和やまびこ祭が開催され

ました。

　比和特産の「そば」をＰＲする「そば食い競争」は、この

祭りを象徴する恒例イベントとなり、比和町各地域からの代

表選手や祭りの客が参加。必死

でそばを口に入れる選手たちに、

「がんばれ」「もっと速く食べて」

と会場から多くの声援が上がって

いました。

　また、比和中学校の生徒たちによる「比和牛供養田植」をはじめ、太鼓の競演や演

歌歌手の永井みゆき歌謡ショーなど、ステージを盛り上げました。

　会場では、地元の特産市場や自治振興区など、市内外から多くの団体が出店。新鮮

な農産物や加工品、比婆牛もも肉の丸焼きなどを販売し、比和町ならではの味覚を楽し

んでいました。

そば食い競争に熱い声援
比和やまびこ祭

　ひろしま「山の日」県民の集いが10月12日、四季の森とうじょう

で開催され、市内外から約150人が参加しました。

　これは、身近な森林とかかわるきっかけを作ろうと、森林づくり

を進める「東城フォレスト2000」が企画しました。

　「東城の森林（もり）で楽しもう」をテーマに、参加者は広葉樹

の手入れ、草木染め、山菜餅つき、竹炭づくり、木の枝を使った

クラフトなどを体験。草木染め体験では久保田昭美さんの指導で、

桜や栗、ねむの木などから作った染料を使い、ハンカチを思い思い

に染めました。

　昼食には、手作りの「帝釈栗おこわ」や「なば汁」がふるまわれ、

秋の味覚を楽しみました。

　紅葉の始まった森のステージでは、東城中学校の吹奏楽演奏と比婆荒神神楽が演じられ、参加者は「森林の魅

力を体いっぱいに感じることができた」と喜んでいました。

森林の魅力を五感で楽しむ
ひろしま「山の日」県民の集い

草木染めを体験

地元で捕れた魚でバイキング
田総川を丸ごと食べる会

　笑
え

湖
こ

ハイズカ歓交協会などが9月28日、総領町の

木屋癒
ゆう

香
こう

の杜で、「田総川を丸ごと食べる会」を開催

しました。

　実行委員会のメンバーが、田総川や灰塚ダム湖で

捕れた魚を鯉のあらいや、ブラックバスの唐揚げな

どに料理。その他、ダム湖で試験栽培している空
くう

心
しん

菜
さい

の炒め物など、約10種類の料理がテーブルいっぱ

いに並びました。

　1,000円食べ放題のバイキング形式で、参加者は

1品1品皿に盛り付け、田総川ならではの食材を活かした料理に舌鼓を打ちました。

　続いて行われた笑湖ハイヅカコンサートでは、さわやかなケーナの演奏と、「ザ・わたしたち」のパワフルな歌声

が木屋の谷間に響きわたりました。

魚料理バイキングを楽しむ参加者

永井みゆき歌謡ショー

そば食い競争
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　市民の環境美化意識の高揚を図ろうと、庄

原市公衆衛生推進協議会と庄原市は10月5日、

庄原市をきれいにする全市一斉クリーンキャン

ペーンを行いました。

　市内各地域では、自治会などが中心となっ

て、道路や公園の空き缶や散乱ごみを拾うな

ど環境美化活動を実施。庄原地域の上原一区

自治会では、美しく住み良いまちにしようと、

不法投棄の撲滅を訴える横断幕を東小学校の

近くに掲げました。

　10月18日には、庄原市シルバー人材センター

が上野公園で清掃活動をするなど、市内各地

で会員が奉仕活動を行いました。

美しいまちづくりに市民が一丸
全市一斉クリーンキャンペーン

　庄原ライオンズクラブ（会長：片山孝昭）が10月8日、庄原

上野公園で草刈りなどの清掃作業をしました。

　これは、ライオンズクラブ国際協会の第１回国際大会が開

催された日が10月8日であることから、この日を「ライオンズ

デー」として全国的に行われる奉仕活動です。

　会員33人は、上野公園周辺を気持ちよく利用してほしいと、

日ごろからウォーキングなどで利用の多い上野公園の弁天島

から上野総合公園陸上競技場へ続く上野池湖畔の園路沿い

を中心に、草刈りなどの清掃作業に汗を流しました。

　庄原ライオンズクラブは、本年度のスローガンを「明るい地域づくりを目指して奉仕」と定め、この他にも桜のテ

ングス病の駆除など、常に奉仕の心で地域に密着した活動をしています。

上野公園を快適に利用して
庄原ライオンズクラブが清掃奉仕

作業に汗を流す庄原ライオンズクラブの会員の皆さん

　比和保育所の園児29人が10月15日、比和町永原地域で、5月

中旬に自分たちで苗を植えたサツマイモの収穫作業を行いま

した。

　この収穫作業は、サツマイモ栽培を通じた世代間交流を図

ろうと、永原サロン「かわせみクラブ」の協力により、昨年か

ら実施しています。

　園児たちは、サツマイモの掘り方を教えてもらった後、手

伝ってもらいながら大きく育ったサツマイモを、素手で泥んこ

になりながら一生懸命に掘り出し、サツマイモを両手に抱え

ながら「大きいのがとれたよ」と喜んでいました。

　収穫したサツマイモは保育所で干して、今後、給食やおや

つとして食べる予定です。

　松島やすえ所長は「数年前、イノシシ被害にあって収穫で

きなかったこともあり、地域の皆さんの支援で、子どもたち

に収穫の喜びを体験させることができてうれしい」と話して

いました。

収穫の喜びを地域から学ぶ
比和保育所世代間交流事業

上原一区自治会が作成した横断幕

泥んこになってサツマイモを掘る園児と地元住民
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ぐるり庄原 Camera report カメラ
レポート

Look around
Shobara!

各地で行われたイベント＆話題をお届けします

　10月15日、西城保健福祉総合センターしあわせ

館で、男女共同参画講座が開催されました。

　この講座は、男性も女性も自分らしくいきいきと

暮らせる社会づくりの第一歩として、「心と身体を

元気に」をテーマに西城地域で開催。3回目となる

この日は、「初めてのプリザーブドフラワー」と題し

て行われ、市内の女性19人が参加しました。

　プリザーブドフラワーとは、生花を一度脱色して

着色し、保存液を吸わせた花で、生花とほとんど

変わらない美しさを長期間保てるよう加工したものです。

　講師の伊豆昌恵さんの指導で、バラのプリザーブドフラワーを中心に、カスミソウやアジサイをリボンなどと組み合

わせて、小鉢や小さなパラソルにアレンジしました。参加者は彩りよくでき上がった作品を見ながら、「リラックスして

花に触れ、気持ちがリフレッシュできた」と話していました。

わたしらしく輝く方法を学ぶ
西城で男女共同参画講座

思い思いのイメージでアレンジ

　9月22日、西城町小鳥原の国道183号線沿いの

チェーン着脱場で、秋の全国交通安全運動にあわせ

て交通安全テント村を開設しました。

　この時期は、秋の行楽シーズンの到来とともに外

出の機会が増え、スピードの出しすぎや気の緩みか

ら、交通事故が多発する時期でもあります。

　テント村では、地域ぐるみで安全を守ろうと、小

鳥原みどりの少年団の児童７人と保護者が、交通安

全チラシとあわせて、安全への思いを込めて手作り

した交通安全マスコットを行き交う自動車のドライ

バーに手渡しました。

　手渡されたドライバーからは「ありがとう」と笑み

がこぼれ、安全への願いが伝わっていました。

交通安全への願いを込めて
秋の交通安全テント村

　高野町の和南原自治振興区が10月19日､ 和南原コミュニ

ティセンターで「第２回秋穫祭」を開催し､ 区民など約500人

が参加しました｡

　農産物の品評会では､ 特産の高野大根をはじめトマト・ネ

ギ・里芋など丹精こめて栽培された自慢の野菜が並び､ 上位

入賞者を表彰｡ 参加者はもちつき・バザー・大鍋のふるまい

汁､ ヤマメの塩焼きと､ 和南原の味覚を楽しんでいました｡

　ステージでは､ 地元和南原こども会による銭太鼓と庄原

市上谷町の不老仙太鼓が披露され、迫力ある演奏に大きな

拍手が送られました｡

　イベントの最後は参加者全員でばい流しを踊り､ 地域の輪

と団結を誓っていました｡

秋の味覚で地域の輪
和南原で「秋穫祭」

地元の野菜が並んだバザーコーナー

マスコットを手渡す子どもたち
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三
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神
楽
は
、
旧
三
上
郡
・
惠
蘇
郡
（
旧
庄

原
市
）
で
行
わ
れ
た
地
域
的
な
神
楽
で
、
神
職

の
み
の
手
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
始
ま
り
は
約
８
０
０
年
前
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
舞
の
型
や
舞
に
使
う
面
、
衣
装
な
ど

に
室
町
時
代
に
発
達
し
た
能
の
手
法
を
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れ
て
い
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の
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時
代
に
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今
日
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で
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が
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思
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れ
ま
す
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ま
た
、
演
能
の
種
類
・
型
に
出
雲
神
楽
の
影
響

が
多
分
に
あ
り
、
能
と
出
雲
神
楽
と
の
形
体
を

取
り
入
れ
た
独
特
の
神
楽
と
い
え
ま
す
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三
上
神
楽
を
継
承
し
演
能
す
る
の
は
神
職
の
み

で
す
が
、
文
化
財
保
護
法
の
精
神
に
基
づ
き
、

三
上
神
楽
の
原
形
を
探
り
、
そ
の
保
存
・
継
承

を
図
る
目
的
で
、
旧
庄
原
市
内
各
神
社
の
神
職

や
三
上
神
楽
の
保
存
・
継
承
に
熱
意
の
あ
る
者
で
、

「
三
上
神
楽
保
存
会
」
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
民
俗
芸
能
保
存
団
体
が
一
堂
に
会
す
る

「
第
２
回
庄
原
市
民
俗
芸
能
大
会
」
が
11
月
22

日
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
三
上
神
楽

も
出
演
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
八
谷
　

覚
（
小
用
町
）

次世代へ引き継ぎたい有形・無

形の財産の中から、市民が庄原

市全体の宝として選ばれたもの

を紹介するコーナーです。

応募方法

名前と住所をご記入のうえ、「こ

こが好き」 「ここがすばらしい」 

「こんな保全活動をしている」 な

ど、“庄原の宝”への思い入れを

200字程度にまとめ、写真１枚を

添付して、郵送またはメールでご

応募ください。

応募先

企画課広報統計係　
☎0824-73-1159
メール kikaku-toukei
@city.shobara.hiroshima.jp

私
が
選
ぶ
庄
原
の
宝

三
上
神
楽

三上神楽保存会

雲仙温泉の
名湯に浸る旅

東洋館 新春貸切
《のんびりゆったり》　2泊3日

1/15㈭
出発日 旅行代金 お一人様お一人様

3名一室

2名一室

4名以上一室29,800円
33,800円
38,800円

「島原半島尽くし御膳」「太鼓や踊りのショー」
「お楽しみ抽選会」等、楽しみいっぱいの新春！

2日目オプション4コースあり

え
　

そ

あなたの町から出発します！
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